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『
法
華
経
の
文
化
と
基
盤
一

1

湯
　
田

豊

　
塚
本
啓
祥
編

『
法
華

経
の

文
化

と
基
盤
』
は
、
昭
和
5
2
－
5
3
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究

費
に
よ
る
綜
合
研
究
ω
『
法
華
経
文
化
形
成
の
背
景
と
基
盤
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
本
書
の
あ
と
が
き
の
な
か
で
、
立
正
大
学
の
久
摺
宮
圓
秀
氏
は
こ
の
綜
合
研
究
の
目

69

に

関
し
て
、
ω
法
華
経
の
成
立
に
影
響
を
s
え
た
関
連
文
化
・
二
の
交
流
（
「
法
華
経
の
成

立
」
）
、
㈲
法
華
経
に
現
わ
れ
る
諸
文
化
の
形
態
と
そ
の
社
会
的
背
景
（
「
法
華
経
文
化
と
そ

の

背
景
」
）
、
◎
西
北
イ
ソ
ド
に
お
け
る
法
華
経
文
化
形
成
の
歴
史
的
基
盤
と
し
て
の
諸
条

件
（
「
法
華
経
文
化
形
成
の
歴
史
的
基
盤
」
）
、
⑪
西
域
・
中
国
’
日
本
に
お
け
る
法
華
経
伝

播
の
背
景
と
歴
史
的
基
盤
（
「
法
華
経
伝
播
の
背
景
と
法
華
経
の
流
伝
」
）
を
挙
げ
て
い
る
。

ω
か

ら
⑪
に
至
る
こ
れ
ら
の
四
つ
が
、
法
華
経
研
究
の
四
つ
の
部
門
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四

つ
の

部

門
に
お
い
て
法
華
経
を
綜
合
的
に
研
究
し
、
法
華
経
文
化
の
形
成
さ
れ
た
背
景
、

お

よ
び
そ
の
基
盤
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
本
書
に
お
け
る
綜
合
研
究
の
目
的
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
書
は
四
篇
か
ら
構
成
さ
れ
、
本
文
だ
げ
で
も
七
三
八
へ
ー
ジ
に
及
ぶ
大
論
集

で

あ
る
。
し
か
も
そ
の
上
に
、
山
崎
守
一
氏
に
よ
る
二
三
ぺ
ー
ジ
の
英
文
要
旨
も
添
え
ら

れ

て
い
る
。
本
書
の
書
評
を
行
な
う
前
に
、
本
書
に
寄
稿
し
た
学
者
の
名
前
と
テ
ー
↓
、
を

列
記
し
て
置
き
た
い
と
思
う
。

書

評

第
一
篇
　
法
華
経
の
成
立

　
第
一
章
　
大
乗
仏
教
の
成
立
二
三
法
］
準
経
の
関
係
　
　
　
平
　
川
　
彰
（
早
稲
田
大
学
）

IRR1
1：a早
菩
薩
の

捨
身
行
　
ジ
ニ
ー
タ
カ
三
法
吉
三
』
の
交
渉
の
一
側
面
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本

　
卓
淵
（
金
沢
大
学
）

　
第
三
章
　
十
地
思
想
と
法
華
思
想
－
華
厳
十
地
経
・
牛
り
見
た
る
法
華
経
の
特

　
　
　
　
　
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
瑞
叡
（
立
正
大
学
）

　
第
四
章
　
如
来
蔵
思
想
と
法
華
経
の
交
渉
　
　
　
　
　
中
村
　
瑞
隆
（
立
正
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
へ

　
第
五
章
　
唯
識
思
想
と
法
華
経
の
交
渉
ー
こ
こ
ろ
の
概
念
を
中
心
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝

昌
信
静
（
立
正
大
学
）

第
二
篇
　
法
華
経
文
化
と
そ
の
背
景

　
第
一
章
　
法
華
経
と
外
教
の
問
題
　
　
方
法
論
的
考
索
（
試
論
）
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口

　
恵
照
　
（
大
阪
大
学
）

　
第
二
章
　
法
華
経
に
現
わ
れ
る
権
化
思
想
－
．
」
そ
の
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
條
　
賢
三
　
（
大
配
大
学
）

　
第
三
章
　
梵
文
法
華
経
写
本
拾
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
久
留
宮
圓
秀
（
立
正
大
学
）

第
三
篇
　
法
華
経
文
化
形
成
の
墜
史
的
基
盤

　
第
一
章
　
西
北
イ
ン
ド
の
歴
史
と
仏
教
－
法
華
経
成
立
の
文
化
史
的
基
盤
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本

啓
祥

（東

北

大
学
）

　
第
二
章
　
イ
ン
ド
に
お
け
る
k
教
と
仏
教
の
交
渉
　
　
特
に
ガ
ウ
ダ
パ
ー
ダ
に
つ

　
　
　
　
　
い
てー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
倉
　
圓
照
（
H
本
学
士
院
会
員
）

　
第
三
章
　
西
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
密
教
と
法
華
経
の
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
長
　
有
慶
　
（
高
野
山
大
学
）

　
第
四
章
　
浄
土
思
想
と
法
華
経
の
交
渉

　
第
五
章
　
西
北
イ
ソ
ド
の
有
部
と
法
華
経
の
関
係

第
四
篇

　
法
華
経
伝
播
の
背
景
と
歴
史
的
基
盤

　
第
一
章
　
敦
煙
壁
画
に
み
る
法
華
経
信
仰
の
仏
具

石
上

　
善
穫
（
大
正
大
学
）

河
村

孝
照
（
東
洋
大
学
）

坂

輪
宣
敬
（
立
正
大
学
）

四
l



　
　
　
法
華
又
化
研
究
（
第
一
〇
号
）

第
二
章
　
中
国
に
お
け
る
禅
と
法
華
経
の
交
渉
　
　
桜
井
　
秀
雄

第
三
章
経
録
に
お
け
る
法
華
経
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
孝
憲

第
四
章
　
中
国
に
お
け
る
法
華
経
コ
ニ
草
二
木
」
の
受
容
と
変
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸

山
　
孝
雄

第

五
章
　
天
台
教
学
に
お
け
る
三
惑
論
形
成
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
友

健
容

第
六
土
早
　
　
く
願
文
V
研
九
九
序
「
説

　
　
　

盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
　
豊

第
七
章
　
日
本
に
お
け
る
法
華
経
の
受
容
と
展
開
　
　
浅
井
　
円
道

（
駒

沢

大
学
）

（
立

正

大
学
）

（
信

州
大
学
）

（
立

正

大
学
）

日
本
に
お
け
る
法
華
経
受
容
の
歴
史
的
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
正
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
正
大
学
）

　
本
書
に

対

し
て
、
立
正
大
学
並
び
に
全
匡
各
－
不
字
の
二
十
名
の
研
究
者
が
寄
稿
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
研
究
者
の
論
文
の
す
べ
て
に
つ
い
て
公
平
に
書
評
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ

り
不
可
能
で
あ
る
。
現
代
の
学
問
と
生
活
の
立
場
か
ら
見
て
興
味
深
く
思
わ
れ
る
論
文
を

め
ぐ
っ
て
、
わ
た
く
し
に
さ
さ
や
か
な
書
評
を
試
み
た
い
。

H

　
現
代
に

お

い
て

こ
の
上
な
く
悲
劇
的
な
特
徴
の
一
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
っ
た
く
不
必

要

な
二
分
法
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
ほ
知
的
に
清
潔
で
厳
密
な

人
々

が
い

る
。
彼
ら
に
学
的
に
厳
密
で
あ
り
、
最
高
に
分
析
的
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、

小

さ
く
て
、
し
か
も
此
．
細
な
問
題
し
か
扱
わ
な
い
。
し
か
る
に
、
他
方
に
は
ト
イ
ソ
．
ピ
ー

や

実
存
主
義
者
の
よ
う
に
人
生
の
大
問
題
を
扱
う
人
々
が
い
る
。
彼
ら
は
大
き
く
て
’
し

か

も
興
味
深
い
問
題
と
取
り
組
む
。
し
か
し
な
が
ら
、
分
析
の
能
力
に
欠
け
る
彼
ら
の
取

り
扱
い
方
ご
は
問
二
亘
が
あ
る
．
。
役
ら
に
は
燃
え
る
よ
う
な
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

彼

ら
の
言
う
こ
と
は
信
繧
に
値
し
な
い
、
ド
イ
ツ
の
三
存
二
‘
三
〔
は
、
口
界
状
浬
に
つ
い
Z
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
て

の
K
9
し
　
“
“
ベ
リ
に
＋
・
き
な
い
．
、
分
析
と
人
生
へ
の
情
熱
は
、
現
代
に
お
い
／
、
は
救
い
よ
う

が

な
い
ほ
ど
分
裂
し
て
い
る
．
、
こ
れ
が
現
代
の
精
神
的
な
状
況
で
あ
る
、
分
析
と
人
生
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

の

情
熱

　
　
こ
の
二
つ
を
一
つ
に
統
合
す
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
理
想
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
第
一
篇
　
法
華
経
の
成
立
、
第
三
章
　
十
地
思
想
・
二
法
華
思
想
　
に
お
い
て
、
伊
蔭
瑞

叡
氏
に
透
徹
し
た
分
析
的
な
論
文
を
わ
れ
わ
れ
の
前
に
提
示
す
る
．
．
氏
の
論
証
は
実
証
的
、

論
理
的

で
あ

る
。
そ
し
て
、
氏
の
論
理
の
糸
を
辿
る
の
に
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

氏
に

小

さ
く
て
些
．
細
な
問
題
を
扱
っ
て
は
い
な
い
。
氏
に
大
乗
仏
教
の
基
本
問
題
を
扱
う

こ
と
を
決
し
て
拒
否
し
な
い
、
　
［
．
十
地
思
想
と
法
華
思
想
」
の
筆
者
ほ
最
高
に
分
析
的
で

あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
大
乗
仏
教
の
基
本
問
題
に
対
す
る
情
熱
的
な
関
心
を
も
っ
て
い
る
。

「
十
地
思
想

と
法
華
思
想
」
は
、
大
乗
仏
教
の
精
神
界
ヒ
の
接
触
を
失
わ
な
い
。
　
「
十
地

思

想

と
法
華
思
想
」
に
お
い
て
、
分
析
と
人
生
へ
の
情
熱
と
は
一
つ
に
融
け
て
い
る
。

　
人

文
科
学

を
研
究
す
る
目
的
の
一
つ
ぱ
、
ヴ
ィ
ジ
T
T
I
ン
を
獲
得
す
ろ
こ
と
で
あ
る
。
人

か

見
な
い
も
の
を
見
る
と
い
う
こ
と
ー
－
こ
れ
が
人
文
仲
学
の
日
標
の
一
つ
で
あ
る
．
。
何

1　
9
i
l
・
i
：
う
こ
・
レ
｝
も
な
い
の
に
論
工
を
書
く
の
は
犯
罪
で
あ
る
、
と
言
っ
て
も
決
し
て
過
言

で
は

な
い
。
今
日
に
お
い
て
は
、
何
一
つ
見
な
い
の
に
発
言
す
る
人
の
数
ぱ
決
し
て
少
な

v
な
い
。
知
的
盲
目
ほ
学
問
の
敵
で
ち
る
。
第
一
合
，
欄
　
法
辛
経
の
成
立
、
第
二
章
　
菩
薩

の

捨
身
行
　

を
読
ん
で
わ
ご
く
し
が
感
じ
二
こ
と
は
、
杉
本
卓
川
氏
が
言
う
べ
ぎ
こ
と
を

も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
、
杉
本
氏
は
ジ
戸
，
ー
タ
カ
（
i
－
ブ
ッ
ダ
の
前
身
で
あ

る
菩
薩
の
過
去
世
に
お
け
る
修
業
物
語
）
に
お
け
る
主
口
薩
の
イ
メ
－
ジ
を
根
底
か
ら
覆
え

し
て
し
ま
っ
た
。
杉
本
氏
ほ
ジ
」
、
H
タ
カ
を
精
読
し
、
従
来
他
の
人
々
が
見
落
し
た
も
の

を
明
瞭
に
見
て
と
っ
た
。
　
＝
．
ヤ
ス
ハ
ー
ス
と
仏
教
一
と
い
う
著
迂
に
お
い
て
、
わ
た
く
し

は
ヤ
ス
ハ
ー
ス
の
仏
教
に
陀
す
る
記
述
か
全
然
信
頼
ご
位
し
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
繰
リ

返

し
強
調
し
た
が
、
杉
本
論
文
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
ほ
信
頚
に
値
す
る
だ
け
で
な
く
、

i
X
’
n
発
的
で
も
5
る
。

　
物
互
∵
三
は
、
わ
れ
ゾ
F
づ
∵
二
、
∴
三
の
盲
走
を
芸
え
て
く
、
か
三
、
．
巨
這
．
．
日
な
上
、
門
±
口
、
ぶ
、
三
g

い
に

微
視
的
な
小
手
宙
は
、
わ
二
く
し
の
心
に
驚
異
の
念
を
植
え
つ
‥
ご
る
．
〕
し
か
し
、
人

間
に
と
っ
て
も
っ
と
－
も
不
可
思
法
な
の
は
、
日
己
自
身
の
心
で
あ
る
．
し
か
し
、
自
己
の



心

を
知
ろ
人
二
少
己
い
．
．
・
目
己
自
身
、
お
・
二
べ
）
人
問
の
心
一
役
に
関
す
る
知
ヨ
ほ
、
わ
れ

わ
れ

に
・
二
っ
て
不
可
」
八
で
ち
：
・
o
　
’
）
　
1
」
心
の
〔
べ
士
一
二
は
、
わ
た
・
・
し
に
と
っ
て
・
二
っ
’
，
1
．
，
；
　
’
f
l

力
旧
三
：
∵
の
＝
一
＼
－
．
し
さ
二
づ
・
∴
’
．
、
三
，
い
∴
、
ノ
゜
‘
ン
ド
哲
学
・
．
？
、
、
一
、
・
三
教
刀

仁
．
要
一
レ
吐
∴
、
心
り
　
）
　
　
‥
‥
六
入
か
ろ
う
か
・
了
　
い
ゴ
に
い
、
ア
・
仏
教
折
－
，
∵
の
一
つ
一
＼
ち
．
〃
唯

識
の
体
系
に
」
い
て
／
，
f
、
心
の
構
．
．
－
｝
を
知
る
こ
．
v
　
／
’
　
i
中
心
的
な
テ
ー
↓
、
で
あ
ろ
．
叩
‘
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

体
系
の
研
戸
苔
と
し
て
、
知
ら
れ
る
勝
呂
信
頂
、
ら
敦
パ
パ
．
バ
こ
こ
ろ
の
概
人
，
心
を
め
ぐ
っ
て
、
第
一

，
－
に
お
い
て
［
r
口
霜
○
、
｝
法
茸
．
磁
の
交
渉
［
を
ヨ
し
て
い
ろ
。
勝
呂
論
文
に
あ
・
・
訴
り
に

も
言
語
分
析
に
ニ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
注
し
一
、
い
る
．
松
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
る
、

そ
の
論
辿
は
最
高
に
口
味
　
沫
い
も
の
が
あ
る
．
、

　
第
一
三
．
．
バ
　
ご
華
逢
文
化
形
成
の
歴
史
的
基
盤
、
第
二
章
　
イ
ン
ド
に
お
け
る
外
教
と
仏

し
林
の
交
‥
ノ
　
に
お
い
て
、
ム
上
倉
圓
照
博
士
は
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
思
想
、
パ
ガ
ウ
ダ
ハ
ー
ダ

に

つ
い
て

羅
告
し
て
い
る
。
金
倉
博
士
が
こ
こ
で
試
み
て
い
る
の
は
ガ
ウ
ダ
パ
ー
ダ
の
研

究

史
に
つ
い
て
の
リ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
博
士
に
よ
れ
ば
、
ガ
ウ
ダ
パ
ー
ダ
に
つ
い
て
最
日

に

㍉
し
た
の
は
、
ド
イ
ッ
セ
ン
、
次
い
で
、
ヴ
ァ
レ
ー
ザ
ー
、
バ
ッ
ク
チ
’
1
’
リ
ヤ
、
カ
ル

マ

ル

カ
ル
、
お
よ
び
中
村
元
で
あ
る
。
わ
た
ー
し
、
に
こ
こ
で
金
倉
博
士
の
ガ
ウ
ダ
パ
ー
ダ

研
究
史
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
ご
関
す
る
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
リ
．
ポ
ー
ト
す
る
っ
も
り
は
な
い
。

こ
こ
で
は
、
r
万
士
が
西
欧
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
w
広
統
に
中
心
宙
六
で
・
v
C
．
，
　
A
こ
L
」
に
、
わ
た
く
し

は
読
者
の
已
意
を
喚
起
し
た
い
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
大
．
ぷ
キ
’
s
’
ン
ト
ウ
ェ
ル
・
ス
ミ
ス
に
。
ユ

れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
学
風
は
、
十
九
吐
紀
の
西
バ
の
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
キ
辿
、
ン

ト
ゥ
ェ
ル
・
ス
ミ
ス
は
、
あ
る
払
嗣
文
に
お
い
て
、
西
欧
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
伝
統
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
　
　
「
以
前
に
は
学
者
は
、
理
想
U
‥
は
、
公
平
な
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
知
性
と
し
て
、
没
個
性
的
に
、
ほ
と
ん
ど
堂
々
と
：
t
／
れ
の
資
料
を
概
縄
し
、
そ

れ

に

つ

い

て
客
三
的
ご
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
概
念
は
西

欧
の

ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
伝
統
の
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
特
に
十
九
世
記
の

西

欧
の
特

色
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
付
け
加
え
る
ほ
ど
十
分
に
人
は
大
胆
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
」
　
（
［
．
｛
i
Y
3
i
H
”
・
V
方
法
ふ
o
口
お
け
る
試
二
一
、
一
九
五
九
年
。
ミ
ル
キ
ア
－
H
リ
ア
ー
デ
お
、
味

　

　

　

　

　
“
．
．
］
　
　
評

ご
ジ
・
七
フ
・
M
・
キ
タ
ガ
フ
一
「
．
．
．
口
口
へ
T
ジ
）
．
、
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
次
大
戦
後
の
ド
イ

ツ

に

お

い
て
さ
え
、
人
文
秤
．
「
．
丁
二
お
・
ゴ
ろ
ド
イ
ツ
の
殻
え
お
・
二
び
学
川
三
の
長
所
は
、
レ
フ

ニ

“∵
ー
ン
ン
（
ミ
ご
㌧
こ
二
、
）
、
÷
：
二
っ
、
　
＝
　
．
r
：
　
．
－
　
．
r
－
　
I
，
∴
・
．
t
］
．
L
1
で
う
・
二
、
ふ
後
○
、
才

ッ

に
，
．
バ
て
∴
、
二
∴
r
二
、
ト
の
－
二
べ
比
判
ば
．
．
．
一
い
的
一
レ
に
一
リ
れ
て
い
な
い
レ
三
．
口
っ
て

い
い
．
、

弟
三
か
法
．
．
．
ミ
．
．
足
化
／
戌
ら
‥
、
史
的
店
盤
、
。
印
三
口
二
西
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
密
教

と
u
中
で
．
芦
経
の
㌦
ぐ
川
沙
　
‥
．
‥
、
　
I
．
t
h
o
，
て
蛭
力
の
あ
る
口
文
で
あ
る
．
、
筆
三
日
O
松
長
有
慶
教
授
の

筆
以
は
特
に
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
ご
お
に
る
悪
の
肯
己
－
．
｝
い
う
テ
ー
一
、
に
お
い
て
軽
快
で
あ
る
。

松
長
論
文
は
、
一
　
包
摂
と
○
己
化
、
ニ
　
タ
ソ
ト
リ
ズ
ム
に
お
已
る
悪
の
肯
定
、
三
　
陀

羅
尼
の
淺
能
　
と
い
う
三
つ
の
ら
己
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
一
．
一
て
の
な
か
で
、
ニ
　
タ
ン
ト

リ
ズ
ム
に
お
け
る
巳
の
止
1
1
定
　
の
な
か
に
は
、
ー
　
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
と
倫
理
、
2
　
性
の

眠目

定
、
3
　
枝
の
正
日
定
、
4
　
三
海
の
垣
1
1
定
　
と
い
う
四
つ
の
小
項
日
が
含
ま
れ
て
い
る
。

わ

た

く
し
の
日
W
知
す
る
限
り
、
仏
教
の
タ
ン
ト
ラ
に
つ
い
て
説
得
的
な
説
明
は
乏
し
い
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
松
．
に
パ
、
ほ
文
は
仏
敦
の
タ
ン
ト
ラ
に
つ
い
て
レ
O
る
砧
度
詳
し
く
説
明
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
も
つ
非
倫
理
性
、
非
社
会
的
な
性
格
に
つ

い

て
松
長
論
文
二
実
質
的
に
メ
ス
を
入
れ
て
い
る
－
．
」
言
え
る
で
ら
ろ
う
か
C
L
．
　
そ
う
は
い

う
も
の
の
、
仏
教
の
ヌ
ン
ト
ラ
を
知
る
上
で
、
松
長
論
文
は
も
っ
と
も
平
易
な
密
教
入
門

の

l
つ
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。

皿

　
第
一
篇
　
法
華
経
の
成
立
　
の
な
か
に
は
平
川
形
、
巨
士
の
大
乗
仏
教
の
成
立
と
法
華
経

の

関
係
、
杉
本
卓
川
氏
の
菩
匡
の
捨
身
行
、
伊
藤
瑞
叡
氏
の
十
地
思
忍
・
三
去
．
撃
思
想
、
中

村
瑞
隆
博
士
の
加
来
蔵
思
日
心
と
法
華
髭
の
交
．
渉
、
お
、
牛
び
勝
呂
信
静
氏
の
唯
識
思
想
と
法

華
経
の
交
歩
の
五
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
「
大
乗
仏
敦
の
成
立
ヒ
法
華
経
の
関
係
」
に

お

い

て
、
平
川
博
士
　
t
．
1
、
問
題
を
　
一
　
法
華
経
の
組
織
・
こ
〉
、
の
成
立
年
代
、
二
　
一
乗

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
四
三



　
　
　
　
法
華
ズ
化
研
完
（
九
二
C
，
写
）

の

意
味
、
三
　
仏
塔
信
仰
と
仁
具
受
持
　
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
い
る
、
法
華
．
．
の
組
織

と
成
立
に
困
し
て
、
平
川
博
士
ご
ま
ず
最
初
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

　

…
…
イ
ン
ド
仏
教
の
資
料
と
し
て
は
、
法
華
経
の
ギ
ル
ギ
ッ
ト
写
本
の
年
代
が
六
世

紀
ご
ろ
と
見
ら
れ
て
い
る
。
ネ
ハ
ー
ル
本
の
ロ
ナ
本
の
成
一
－
，
一
年
代
ご
、
こ
れ
よ
り
遙
か
に

お

く
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
倍
、
一
法
護
が
『
正
法
華
詫
．
を
司
訳
し
た
の
は

r大
康
七
年
」
（
二
八
一
ハ
）
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
現
存
パ
品
写
木
の
成
立
年
代
よ
り
も
、

．

ぶ
パ
ヰ
代
の
方
が
“
L
か
に
古
い
…
…

　
竺
法
占
の
訳
し
た
『
正
法
華
経
＝
十
巻
は
、
二
十
七
品
よ
・
り
成
る
が
、
第
十
一
「
七

宝
塔

品
」
に
「
提
婆
達
多
品
」
に
相
当
す
る
内
容
を
含
ん
で
お
リ
、
内
容
的
に
±
t
二
十

八
品
の
法
華
経
と
同
じ
で
あ
る
。
即
ち
法
華
経
と
し
て
は
、
ほ
ほ
山
「
成
し
た
形
を
持
っ

て
い
る
．
、
こ
れ
に
た
い
し
て
甲
．
元
1
1
の
訳
し
た
『
妙
法
蓮
華
経
＾
＝
は
、
叶
存
の
形
は
二
十

八
日
山
と
み
U
っ
て
い
る
が
、
　
本
＋
不
は
　
「
川
π
波
エ
ロ
川
」
　
を
含
ん
ス
＼
I
．
　
－
〈
　
f
か
っ
た
．
、
　
『
妙
法
荏
』

に

は

本
来
「
提
婆
－
口
」
が
無
か
っ
た
こ
・
こ
は
、
法
．
．
．
、
の
＝
．
法
落
ド
迄
寸
参
記
』
や
、
聖
徳
太

子
の

『
法
華
．
．
、
．
山
＝
に
提
．
㊧
品
の
註
釈
が
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
四
へ
H

ジ
）
。

　
サ
ン

ス

ク
リ
ッ
ト
仏
典
」
三
ざ
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
E
r
？
、
年
代
を
五
定
す
る
際

に

は
人
は
漢
訳
資
料
に
頼
・
っ
ざ
る
を
得
な
い
o
そ
れ
O
え
、
平
川
惇
士
・
も
ま
た
、
竺
法
護

の

訳
し
た
『
正
法
華
』
、
お
よ
べ
）
［
．
嘱
什
の
訳
し
た
「
ψ
法
．
．
巳
華
経
』
の
年
代
に
拠
っ
て
、

法

華
経
の
成
立
年
代
を
算
定
し
よ
う
と
し
た
。
法
弄
経
の
年
代
の
算
走
に
閲
し
て
、
平
川

博
士
は

次
の
・
（
う
に
述
べ
て
い
る
　
　
r
”
こ
も
か
く
ご
正
法
華
＝
楚
文
門
、
．
パ
・
咋
り
も
、
「
妙

バ
巴
㌍
＝
の
依
拠
し
⌒
三
、
凡
本
の
方
が
古
い
形
を
保
存
し
て
い
ろ
こ
と
は
、
　
一
」
．
．
に
学
者
の
認

め
る
と
こ
ろ
で
日
O
、
し
二
が
ワ
て
　
ノ
己
禎
．
．
ト
‥
、
∵
止
　
　
・
h
出
．
八
二
．
．
八
六

年
）
し
で
り
も
、
か
な
＝
古
、
・
攻
立
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
」
ニ
ヘ
へ
…
シ
）
、
　
’
．
1
・
’
　
1
［
L
法
岩
＝

最
古
層
の
成
立
年
代
に
院
し
て
、
平
川
博
士
は
「
し
た
が
〔
．
て
「
方
便
品
一
＝
を
中
心
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

る
最
古
の
法
華
経
の
核
心
は
、
西
贋
五
一
〇
年
以
前
に
に
成
立
し
て
い
た
に
相
違
な
い
で

あ
ろ
う
し
、
或
い
ほ
西
紀
一
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
．
」
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
」
二
四
－
五

ペ

ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。
博
士
に
よ
れ
ば
、
『
妙
去
華
』
の
最
古
の
核
心
は
「
方
便
品
」

第
二
か
ら
「
授
学
無
学
人
記
品
」
第
九
ま
で
の
八
品
で
ち
る
。

　
ご
華
経
の
中
心
思
想
は
コ
乗
」
で
あ
る
。
声
聞
・
独
覚
・
菩
薩
の
三
乗
に
対
し
て
一

乗
を
説
ー
の
が
法
華
経
の
最
大
の
特
，
己
で
あ
る
ー
、
平
川
博
士
に
こ
の
点
に
日
し
て
次
の
よ

う
に
言
う
　
　
［
、
仏
の
知
見
を
、
4
8
定
の
人
に
得
し
め
る
の
で
な
し
に
、
一
切
パ
L
に
得

し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
　
一
乗
以
外
の
教
え
は
必
要
で
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
　
＝
”
の
教

え
が
、
す
べ
て
の
梁
生
に
妥
当
す
る
か
ら
で
あ
る
、
6
2
に
そ
れ
ま
で
仏
教
内
に
行
わ
れ
て

い

た
三
乗
の
教
え
は
、
不
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
三
乗
の
教
え
に
方
便
で
あ
り
、

一
乗
の

教
え

の

二

が
真
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ご
g
i
t
o
L
］
　
（
1
七
ペ
ー
ジ
）
、
　
と
。
　
さ
ら
に

平

川
博
士
は
法
華
経
の
二
乗
を
般
若
逢
の
一
乗
と
比
較
し
て
い
る
。
博
士
の
比
較
研
究
に

J
f’

れ

ば
、
古
若
．
時
の
一
乗
は
二
つ
の
教
え
」
・
二
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
博
士
自
身

は
、
1
、
石
に
の
一
乗
に
ぱ
「
，
法
帳
経
の
三
う
に
三
乗
を
円
会
し
て
、
一
乗
を
導
き
出
す
と

い

う
氏
，
〔
悟
n
．
‥
な
い
」
（
二
六
べ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
、
般
若
五
の
一
乗
は
、
＝
二
乗
の
一
と
し
て

の

仏
乗
・
宝
、
ぽ
レ
乗
を
指
す
の
で
あ
る
」
（
同
上
）
、
し
か
し
、
般
若
経
に
お
い
て
ば
、
　
一
切

は

空
で

あ
る
と
い
う
折
・
田
が
説
か
れ
る
か
ら
、
空
に
お
い
て
は
一
乗
で
さ
え
成
立
し
な
い

は
ず
で
あ
る
。
　
「
し
た
が
っ
て
般
若
経
は
、
　
一
乗
を
説
言
つ
つ
も
、
一
乗
を
積
極
的
に
主

張
七
ん

と
す
る
立
場
で
は
な
い
」
（
同
上
）
と
い
う
結
論
か
得
ら
れ
る
。

平

川
博
士
の
第
三
の
テ
ー
マ
は
、
仏
塔
信
仰
三
一
経
典
受
持
で
あ
る
。
平
川
博
士
は
法
華

経
の

な
か
で
も
特
に
「
方
便
品
」
を
重
視
す
る
二
〔
、
し
て
、
博
士
に
よ
れ
ば
、
仏
這
を
成

ず
る
主
な
行
法
は
「
仏
已
を
建
立
し
た
h
，
、
そ
れ
を
礼
川
す
る
こ
と
、
及
び
仏
像
を
作
っ

u
’
リ
、
仏
像
を
川
き
、
こ
れ
を
礼
礼
し
、
供
に
丁
る
こ
と
（
七
八
ー
九
六
偏
）
等
で
あ
る
」

（

：

へ

’
シ
）
’
す
な
h
三
っ
、
「
．
仏
塔
信
・
　
・
成
江
の
行
の
主
な
〇
三
の
・
．
二
已
っ
て
い
i
l

（
川
－
’
　
’
）
、
と
巨
士
∴
、
口
う
。
に
上
に
よ
れ
は
、
口
ご
・
‘
ド
経
∴
仏
塔
信
仰
の
な
か
か
ら
現
わ
れ

た
（
三
．
ニ
へ
L
－
シ
）
の
で
あ
る
．
、
も
し
も
し
士
の
言
う
こ
と
か
正
し
い
と
す
れ
に
、
法
華
経



信
仰
を
、
崇
拝
の
道
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
平
川
博
士
に
よ
れ

ば
、
経
巻
受
持
は
仏
塔
信
仰
と
並
ん
で
重
要
で
あ
る
一
、
経
典
受
持
に
は
仏
培
供
養
と
等
し

い
功
徳
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
功
徳
が
ち
．
夕
、
と
博
士
に
考
え
て
い
る
（
三
五
ペ
ー
ジ
こ

法
華
経
は
、
自
己
の
生
命
を
犠
牲
に
寸
ろ
危
険
を
冒
し
て
さ
え
、
ス
ー
ト
ラ
（
ー
経
）
を

受
持
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す
る
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
博
士
は
般
若
経
と
法
華
経
を

比
較
し
て
い
る
。
般
若
経
に
お
い
て
は
、
般
若
控
羅
蜜
は
呪
文
（
明
呪
）
と
み
な
さ
れ
、

こ
れ
に
不
思
議
な
力
が
あ
る
か
ら
こ
れ
を
受
持
ぜ
・
臣
、
と
言
わ
れ
る
。
し
か
る
に
法
華
経

に

は
、
経
文
を
呪
文
と
み
な
す
老
・
え
は
な
い
。
法
華
経
の
場
合
に
は
、
　
r
正
法
を
後
世
に

伝

え
る
目
的
で
、
経
典
の
受
持
・
読
請
等
を
勧
め
て
い
る
」
（
三
六
べ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
川
説
に
よ
れ
ば
、
法
華
経
に
お
け
る
経
巻
受
持
の
行
法
に
般
若
経

か

ら
の
模
倣
で
あ
り
、
決
し
て
法
泣
い
経
独
自
の
ま
。
の
で
ぱ
な
い
。
法
華
経
に
関
す
る
限
り
、

「
方
便
品
」
に
説
か
れ
る
一
乗
思
想
が
「
固
有
の
思
想
」
（
同
上
）
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
法
華
経
な
い
し
「
方
便
品
」
の
中
心
思
想
が
一
乗
の
思
想
で
あ
る

こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
で
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

精
神
の
道
は
回
り
｝
m
R
　
（
U
t
n
w
e
g
）
で
あ
る
と
言
っ
た
。
平
川
博
士
の
思
考
の
歩
み
は
、
直

線
的
で
は
な
く
連
想
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
幾
重
に
も
亘
な
り
、
維
え
す
曲
折
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
回
り
道
を
し
な
が
ら
常
に
原
点
に
復
帰
す
る
。
平
川
論
文
に
、

一
旦
読
み
始
め
た
ら
ス
ト
ッ
フ
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
杉
本
卓
洲
氏
の
論
文
「
菩
薩
の
捨
身
行
」
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
軽
い
カ
ル
チ
．
t
　
t
ノ
　
p
t
　
．

シ

ョ

ッ

ク
を
与
え
る
。
杉
本
氏
は
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
お
け
る
菩
薩
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ

て
い
る
　
　
「
先
ず
そ
の
典
型
的
な
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
菩
薩
が
盗
賊
の
首
領
と
な

り
、
追
剥
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
た
り
、
夫
と
な
る
と
見
せ
て
女
を
襲
い
気
絶
さ
せ
、
装

身
具

を
剥
ぎ
取
っ
た
あ
げ
ー
、
恋
い
託
る
女
を
捨
て
去
っ
た
話
な
ど
が
あ
る
．
ま
ご
菩
薩

が
婦
女

の

誘
惑
に
負
ジ
u
、
身
を
持
す
る
こ
と
の
出
来
な
く
な
っ
た
話
も
少
な
く
な
い
。
何

故

こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
登
場
が
見
ら
れ
る
の
か
、
菩
薩
の
修
行
・
．
】
い
か
な
る
関
わ
り
が
あ

る
の
か
、
甚
だ
奇
異
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
（
三
九
ペ
ー
ジ
）
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、

　

　

　

　

　

書
　
　
評

他
方
に

お

い

て
は
、
　
［
‘
茸
百
薩
の
智
慧
方
便
の
巧
み
な
る
こ
と
、
大
い
な
る
出
家
、
布
施
行

等
が
語
ら
れ
、
正
に
菩
薩
の
菩
提
を
求
め
て
の
修
行
物
語
と
し
て
応
し
い
内
容
」
（
同
上
）

が
ジ

ャ

ー
タ
カ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実
に
属
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
菩
薩
観

を
比
較
し
て
、
杉
本
氏
は
当
惑
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
氏
は
次
の
し
《
う
な
結
論
を
認
め

ざ
る
を
得
な
か
“
た

　
こ
れ
ら
の
点
に
配
慮
す
る
時
、
ジ
1
1
、
ー
タ
カ
及
び
菩
薩
の
い
ず
れ
も
が
、
一
概
に
同

I
の

性

格
を
持
つ
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
無
運
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
湧

く
、
つ
ま
リ
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
は
、
菩
薩
が
登
場
す
る
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
菩
薩
の
偉

業

を
宣
拐
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
話
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
、
専
ら
菩
薩
の
威
徳
や
捨

身
的
行
為
を
称
え
る
た
め
の
物
語
と
の
、
種
類
を
異
に
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
菩
薩
自
体
に
関
し
て
も
言
え
る
点
で
あ
り
、
そ
こ

に

に
菩
薩
観
の
相
違
の
存
在
を
も
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
（
四
o
ペ
ー
ジ
）

　
杉
本
氏
に

よ
れ
ば
、
パ
ー
リ
語
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
な
か
に
見
い
だ
さ
れ
る
菩
薩
は
道
徳

的
に
弱
く
、
肉
の
誘
惑
に
負
け
て
し
ま
う
．
、
し
か
る
に
漢
訳
の
な
か
に
現
わ
れ
る
菩
薩
は

恐
れ

を
知
ら
な
い
戦
士
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
菩
薩
は
自
己
の
首
を
は
ね
、

自
己
の
身
体
を
焼
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
犠
牡
に
す
る
英
雄
で
あ
る
。
杉
本
氏
自
身
は

こ
の
よ
う
な
菩
薩
観
の
変
遷
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
　
　
「
，
J
の
よ
う
に
、

血
の

匂
い
が
漂
い
、
非
常
な
悲
壮
さ
を
帯
び
た
ジ
ン
、
ー
タ
カ
の
誕
生
の
背
景
に
は
、
活
気

旺
盛

な
る
尚
武
の
民
の
文
化
的
要
素
の
作
用
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
ま
で
の
平
和

で

の

ど
か
な
、
動
物
と
人
間
の
交
遊
す
る
物
語
を
生
ん
だ
農
耕
民
と
は
異
質
の
、
移
動
と

哉
3
0
と
を
そ
の
生
活
常
態
と
す
る
遊
牧
民
族
の
も
つ
思
念
の
働
き
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
戯
が
見
ら
れ
る
の
は
西
北
イ
ン
ド
一
帯
の
一
般
的
な
特

徴
で

あ
り
、
そ
れ
は
中
央
ア
ジ
ア
出
身
の
遊
牧
民
ク
シ
R
’
　
－
ナ
族
の
支
配
と
無
縁
で
は
な

か
ろ
う
」
（
五
七
へ
ー
ジ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　

　

　
　

法
華
文
化
研
究
（
．
」
一
二
口
だ
・
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
氏
が
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
1
つ
の
示
唆
に
す
ぎ
な
い
。
英

雄

の

イ
メ
－
ジ
を
．
ご
。
つ
工
己
々
何
時
、
如
何
な
る
ぱ
史
的
な
形
．
〔
に
お
い
て
西
北
イ
ン
ド

に

登
と
〃
し
た
γ
、
と
い
う
こ
と
が
説
明
さ
i
t
，
　
k
－
C
　
I
h
／
れ
7
－
i
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
杉
本
氏
は

こ
の
問
い
」
二
谷
え
て
い
な
い
”
l
…
…
今
こ
の
点
に
更
に
立
ろ
入
れ
る
段
ド
に
な
い
」
（
六

ニ

へ

ー
－
ジ
）
二
氏
．
三
＝
口
う
。
し
か
し
、
二
　
ー
は
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
山
三
U
　
ぱ
、
〃
ー
ド
な
る

仏
教
の

文
献
の

考
証
に
ト
《
っ
て
こ
つ
．
明
さ
れ
な
い
。
英
雄
と
し
て
G
t
”
l
r
薩
が
登
場
し
た
当

時
に
お
け
る
西
北
イ
ン
ド
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
、
お
よ

び
文
化
的
な
諸
要
素
撒
厭
底
的
に
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
つ
’
9
に
、
西
北
イ
ン

ド
の
厚
．
上
旧
な
研
究
は
、
．
尺
堆
－
こ
し
て
の
輩
，
薩
を
理
解
す
ろ
上
で
不
可
避
で
あ
ろ
う
。

杉
本
論
文
上
h
、
法
ポ
活
に
お
け
・
O
輩
，
げ
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
で
氏
は
法
華
経
に

お

け

ろ
↓
．
三
＊
三
の
1
1
旧
身
行
の
実
例
を
二
つ
た
け
挙
げ
、
t
て
れ
ら
に
つ
い
て
論
し
て
い
る
。
杉

太
－
氏
は
ま
ず
国
二
い
⊥
本
山
土
談
（
κ
弟
十
＝
草
「
、
ス
ト
ゥ
p
パ
の
示
現
一
、
工
、
訳
「
臼
理
姿
ヰ
迂
多
品
」

第
十
二
）
を
実
例
に
挙
げ
、
二
ろ
一
．
」
仙
の
足
下
に
ひ
れ
代
し
て
奴
言
と
な
り
自
己
の
身
体

・

生
命
ご
・
二
，
も
、
ミ
止
、
‥
し
よ
う
と
し
占
．
．
日
薩
（
ー
ブ
ッ
ゲ
の
前
身
）
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
．
杉
仁
ト
氏
レ
バ
ご
ら
に
る
じ
…
．
，
・
”
2
’
づ
前
生
因
，
．
七
（
箔
二
十
二
章
、
　
．
訳
「
薬
E
菩
ぱ
本
事

［

川
」
第
二
十
三
）
ご
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
日
己
の
身
体
を
6
2
妻
す
る
笠
”
巨

が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
法
三
三
三
二
お
い
て
は
、
パ
．
百
薩
の
捨
身
の
動
機
は
正
法
の
受
持
で

シ
O
岬
○
へ
山
ハ
旧
ロ
ー
七
一
二
べ
i
t
t
ソ
）
。

要
す
る
に
杉
本
日
又
は
、
‡
二
匡
の
捨
身
的
な
行
為
を
テ
ー
マ
と
す
る
ジ
a
’
　
”
タ
カ
の
成

立
に

ぽ
し
て
、
「
未
熟
若
か
ら
．
男
上
へ
と
い
う
菩
薩
説
の
．
転
換
一
（
ヒ
1
！
1
べ
ー
ジ
）
を
指
摘
し
、

法
華
ぐ
に
お
三
る
、
．
け
薩
の
D
身
行
の
∵
〉
例
を
二
つ
だ
け
取
り
上
げ
、
そ
の
順
．
流
を
尋
ね
て

若
，
＋
の
古
・
7
ζ
い
を
試
み
た
の
で
あ
る
．
．
し
か
し
、
杉
本
氏
日
身
も
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、

法
華
丁
工
に
お
ら
る
菩
薩
に
関
し
て
I
L
　
l
、
わ
れ
わ
れ
は
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　

r十
地
思
想

三
法
華
思
想
」
拭
筆
の
n
的
に
」
し
て
、
伊
三
瑞
叡
氏
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て

い

る
　
　
「
，
こ
こ
で
は
＝
茉
思
想
三
乗
説
に
つ
い
て
、
華
ほ
十
地
経
と
法
ド
．
5
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

お

け
る
意
義
の
異
同
を
、
対
比
研
究
し
て
み
よ
う
1
（
七
七
べ
ー
ジ
）
、
と
。
伊
「
、
へ
氏
は
、
華

厳
経
の
一
却
で
あ
る
「
十
已
経
＝
、
お
よ
び
一
一
　
這
二
の
口
の
類
似
・
二
相
」
を
、
一
乗
と

三
乗
の
見
地
か
ら
品
山
し
レ
x
う
と
し
て
、
　
［
十
地
思
口
と
法
襲
思
想
」
を
書
い
た
の
で
あ

る
。
十
地
逢
・
二
さ
ば
．
。
玩
の
類
似
と
相
違
を
一
乗
と
三
乗
の
見
地
か
ら
ド
川
　
る
た
め
に
は
、

一
乗

と
は
何
か
、
三
乗
・
．
〕
に
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。
，
J
の
よ
う

に

考

え
て
、
伊
哀
氏
は
ま
ず
最
初
に
一
乗
と
三
乗
を
定
義
し
、
そ
の
後
で
こ
の
二
つ
が

『
十
地
経
』
お
よ
び
「
法
華
経
』
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
を
論
究
す
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
氏
t
！
　
［
1
．
十
地
経
』
と
＝
法
華
経
』
の
開
係
を
歴
史
的
な
観
念
形
。
ご
エ
と
い

う
匪
、
胡
．
｝
が
ら
倹
討
す
る
、

伊
ム
氏
ほ
文
献
学
的
な
方
法
に
拠
り
、
歴
史
的
な
旦
念
形
態
の
立
場
に
一
，
，
脚
し
、
し
か

も
哲
学
的
な
思
．
勺
を
武
器
と
し
て
、
十
地
経
・
二
法
董
経
の
一
般
的
な
特
徴
を
門
説
し
、
こ

の

二
つ

の

経
の
精
神
的
な
性
質
、
教
説
、
こ
れ
ら
二
つ
の
経
に
共
通
の
点
、
　
一
乗
と
三
乗

の

陶
係
な
ど
に
つ
い
て
詳
絹
ご
論
じ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
　
［
「
。
十
地
経
＝
と
［
法
華
経
．
一
の
体
系
的
な
組
織
が
明
白
に
な
る
の
で
あ
る
。

コ
ー
1
身
の
論
議
を
立
証
す
る
た
め
に
、
伊
藤
氏
ほ
次
の
よ
う
な
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

す

な
わ
ち
、
『
十
地
経
』
に
お
い
て
は
コ
ニ
乗
」
の
意
味
は
世
俗
諦
（
S
こ
ご
．
ミ
7
勿
へ
5
ミ
）
に
、

コ
乗
」
の
意
味
ば
宜
三
川
（
、
ミ
§
完
ミ
ミ
三
へ
、
．
y
a
）
に
対
応
す
る
。
他
方
、
　
『
法
華
経
』

に

お

い
て
は
、
コ
ニ
乗
」
二
一
．
随
宜
所
説
」
（
s
a
J
？
i
．
d
、
へ
a
’
－
b
l
u
ξ
ミ
）
の
付
帯
的
な
意
味
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
カ

＿
“
、
　
F
l
乗
」
は
「
随
宜
所
説
意
趣
」
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
真
意
（
ミ
ミ
ミ
δ
ミ
）
で
あ
る
。

氏
げ
日
己
の
こ
の
結
論
を
豊
富
な
資
料
に
よ
っ
て
論
証
す
る
。
法
荏
ド
経
六
一
乗
の
教
え
で

あ
る
。
し
か
し
、
一
乗
を
概
へ
，
心
把
握
す
る
た
め
に
n
．
‥
三
乗
の
概
念
を
明
ら
に
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
て
　
ソ
　
ら

な
ら
な
い
。
　
1
乗
三
三
乗
の
∴
係
　
．
‥
、
法
．
．
．
．
．
．
理
解
の
二
で
あ
る
。
法
に
羅
の
中
心
思
想

を
理
解
す
る
た
め
に
、
伊
巨
氏
は
社
底
的
に
分
析
的
に
、
し
か
も
綜
合
的
な
見
地
に
立
脚

し
て
大
乗
仏
教
の
核
心
に
追
っ
た
。

さ
て
、
伊
辰
氏
は
十
地
経
に
お
け
る
一
乗
と
三
乗
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
、
　
「
一
乗
は

菩
薩

乗
と
不
一
に
し
て
不
異
で
あ
り
な
が
ら
、
恨
ほ
に
お
い
て
連
続
し
て
お
り
ほ
し
な
い



か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
九
五
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
結
論
ご
到
達
し
た
。
そ
し
て
氏
は
、
法

華
経
に

お

け
る
一
乗
思
想
三
乗
説
に
関
連
し
て
、
　
「
菩
薩
乗
の
目
的
は
無
上
菩
提
で
あ
る

が
、
し
か
し
こ
の
こ
と
よ
り
直
接
に
は
仏
乗
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
＝
ニ
ベ

ー
ジ
）
と
述
ぺ
て
い
る
。
法
華
経
に
お
け
る
一
乗
と
三
乗
の
関
係
に
つ
い
て
、
氏
は
三
乗

の

説
示

を
方
便
と
三
な
し
、
こ
の
力
便
に
、
《
っ
て
真
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
真
実
を
一
仏

乗
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
氏
に
よ
れ
ば
コ
ニ
乗
は
随
宜
所
説
で
あ
り
一
乗
は

そ
の
意
趣
で
あ
り
、
真
に
実
在
す
る
の
は
そ
の
一
仏
乗
で
あ
る
」
（
＝
六
ペ
ー
シ
）
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
三
毒
木
即
一
乗
と
い
う
の
が
、
法
華
経
に
お
け
る
一
乗
と
三
乗
の
関
係
に

つ
い
て

の

氏
の
解
釈
で
あ
る
。
　
こ
の
点
に
関
し
て
、
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る

コ
乗
は
三
乗
の
本
質
と
し
て
の
真
実
性
で
♪
4
5
り
、
三
乗
は
一
乗
の
根
拠
と
し
て
の
統
一

　
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

性
に

つ

い

て
分
別
し
顕
説
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
三
乗
ご
根
拠
を
一
乗
に
も
ち
一
乗

の

主
体
性
へ
と
止
揚
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
（
＝
八
ペ
ー
ジ
）
。

　
伊
藤
t
i
の
　
I
J
十
地
思
想
と
法
華
思
想
一
は
、
分
析
的
な
論
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
氏
は

大

乗
仏
教
の
基
本
問
題
を
扱
う
こ
と
を
拒
否
し
な
い
。
言
語
分
析
を
行
な
い
な
が
ら
、
氏

は

同
時
に
大
乗
仏
教
に
お
け
る
＝
衆
と
三
采
の
関
係
を
哲
学
的
な
論
理
を
用
い
て
検
討
す

る
こ
と
を
志
向
す
る
。
結
語
に
お
い
て
、
氏
は
十
地
経
と
法
華
経
を
対
比
さ
せ
、
次
の
よ

う
な
結
論
を
下
し
て
い
る
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ゼ

　
華
ぽ
十
地
経
、
二
乗
を
ば
、
大
乗
．
菩
薩
乗
に
包
摂
せ
ら
れ
る
十
地
の
中
、
前
七
地

の

波
羅
蜜
乗
に
対
し
て
、
後
三
地
の
清
浄
菩
薩
乗
を
予
想
し
、
菩
陸
乗
に
吉
巧
と
な
っ

て
十
力
の
力
と
一
切
の
仏
法
の
証
成
と
を
成
ず
る
も
の
と
し
て
想
定
す
る
。
こ
れ
は
　

　
　
　
カ
　
　
ヤ
　
　
へ

乗
が

菩
薩
乗
と
波
羅
蜜
乗
と
に
お
い
て
不
一
で
あ
り
清
浄
菩
謹
乗
に
お
い
て
不
異
で
あ

　
　
　
　
へ
　
　
ち
　
　
カ

っ

て
、
菩
薩
乗
と
不
一
不
異
で
根
口
に
お
い
て
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
理
論
的
に
意
味

す
る
の
み
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
一
乗
は
三
乗
に
対
し
て
ぱ
直
接
的
な
つ
な
が
り
を
も

た
ず
、
次
元
の
異
な
り
を
予
想
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
ソ

　
法
華
経
は
一
乗
を
ば
、
大
乗
1
1
菩
薩
乗
と
い
う
相
対
的
な
る
も
の
に
対
し
て
、
如
来

　
　
　
　
書
　
　
　
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
め

の

（
と
同
一
の
）
般
浬
葉
を
も
っ
て
般
浬
樂
せ
し
め
る
唯
一
の
大
乗
ー
仏
乗
と
い
う
絶

対
的

な
る
も
の
と
し
て
想
定
す
る
．
、
こ
れ
は
一
乗
と
菩
薩
乗
と
の
直
接
的
な
連
続
性
を

意
味
し
、
し
＝
が
（
、
て
一
乗
と
三
乗
三
の
不
l
不
異
で
根
廷
に
お
い
て
連
涜
し
て
い
る

、

」・
こ
ろ
与
丁
相
心
辿
ー
ソ
勺
（
一
一
∵
一
へ
：
、
シ
ニ
．

伊
藤
氏
の
終
口
同
的
な
解
釈
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

　
華
，
敢
で
は
三
乗
は
世
俗
諦
で
5
り
＝
乗
バ
ほ
真
語
で
ち
る
。
法
華
経
で
ば
三
乗
は
方
便

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
へ

に

含
音
心
せ
ら
れ
随
宜
所
説
で
あ
り
、
　
一
乗
は
岬
〆
、
の
真
音
心
す
な
わ
ち
随
宜
所
説
音
心
趣
で
あ

　
　
　
　
も
　
　
ゐ

る
。
そ
の
と
い
う
と
こ
ろ
で
三
乗
二
強
く
1
ー
パ
体
的
に
連
結
す
る
。
こ
の
こ
と
ば
華
厳
教

学
に

お

い

て
荏
∴
政
の
一
乗
が
三
乗
に
別
異
す
る
別
教
一
乗
と
せ
ら
れ
、
法
華
経
の
が
共

同
　
（
7
＝
三
一
和
合
）
不
e
x
　
（
－
・
分
諸
乗
融
本
末
）
の
同
教
一
乗
と
せ
ら
れ
る
の
に
所
以

な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
両
廷
は

共
に

三
乗
は
真
理
で
あ
り
一
乗
は
真
理
の
真
理
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

そ
こ
に
は
思
想
史
的
に
は
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
言
葉
を
か
り
て
言
う
な
ら
、

r　1
　
（
E
i
n
h
e
i
L
）
と
多
（
ぺ
一
c
三
〔
三
）
の
問
題
、
存
在
（
u
ら
巨
三
）
と
生
成
（
プ
δ
旦
。
三
の
問

題
」
の
提
起
が
あ
り
、
　
「
一
へ
の
探
索
、
あ
る
い
ば
別
の
仕
方
で
表
現
す
れ
ば
、
多
を

克
服

し
よ
う
と
す
る
志
向
」
が
作
用
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
（
一
二
二
べ
ー
ジ
）
。

　

こ
こ
で
わ
た
く
し
の
関
心
を
そ
そ
る
の
に
、
氏
が
大
乗
仏
教
の
主
要
問
題
と
真
正
面
か

ら
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
氏
は
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
を
引

き
合
い
に
出
し
、
　
＝
束
と
三
乗
痴
二
と
多
、
存
在
と
生
成
の
見
地
か
ら
考
察
し
て
い
る
。

わ

た
く
し
は
こ
こ
で
ハ
ソ
ス
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
一
一
ー
マ
ン
の
こ
と
ぼ
を
引
用
し
よ

、

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

大
乗
仏
教
、
に
、
み
ず
か
ら
ナ
〃
二

四
七

つ、

の・

主
要
問

題
に

集
中
さ

告

す
な
わ
ち
、
絶
対



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究

（第
一
〇
号
）

的
な
も
の
に
対
す
る
多
様
性
、
解
脱
に
対
す
る
輪
廻
の
関
係
が
そ
れ
で
あ
る
。
世
界
を

構
成
す
る
現
象
の
多
様
性
、
お
よ
び
一
切
の
な
か
に
予
感
さ
れ
救
済
を
求
め
る
す
べ
て

の

人
に

よ
っ
て
体
験
に
即
し
て
認
識
さ
れ
る
に
違
い
な
い
絶
対
的
に
1
つ
で
あ
る
も
の

（da
s
　
a
b
s
o
l
u
t
c
　
E
i
n
o
）
　
－
こ
の
二
つ
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
大
乗
的
な
思
考
が
運

動

す
る
と
こ
ろ
の
両
極
で
あ
る
。
空
性
の
二
重
価
値
的
な
概
念
は
、
現
実
性
の
両
而
を

一
元
論
的

な
括
孤
と
し
て
ま
と
め
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
（
「
仏
教
創
始
者
、
学
派
お

よ
び
体
系
』
、
一
九
七
六
年
．
一
七
七
べ
ー
ジ
）
。

　
シ

rl

　
H
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
大
乗
仏
教
を
新
た
に
創
始
し
た
哲
学
者
た
ち
の
主
要
業
績
は

次
の

二
点
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
1
つ
は
新
し
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ

の

新

し
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
下
に
彼
ら
は
古
い
テ
キ
ス
ト
の
思
想
を
き
わ
立
っ
た
体
系
に
総

括

し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
も
う
一
つ
の
主
要
業
績
は
、
哲
学
的
な
論
理
を
仕
上
げ
た
こ

と
で
あ
る
（
『
仏
教
創
始
者
、
学
派
お
よ
び
体
系
』
、
　
1
七
七
．
〈
　
＿
t
x
．
　
）
。
　
r
十
地
思
想
と
法
華
思

想
」
の
筆
者
は
、
大
乗
仏
教
の
新
し
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
お
よ
び
哲
学
的
な
論
理
に
つ
い
て

論

じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
わ
た
く
し
は
評
価
し
た
い
。

　
第
一
篇
　
法
華
経
の
成
立
　
に
は
、
平
川
、
杉
本
、
伊
藤
三
氏
の
論
文
以
外
に
中
村
瑞

隆
博
士
の

F如
来
蔵
思
想

と
法
華
経
の
交
渉
」
、
お
よ
び
勝
呂
信
静
氏
の
一
，
唯
識
思
想
と

法
華
経
の
交
渉
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
宝
性
論
の
研
究
家
と
し
て
有
名
な
中
村
博
士
は
、

こ
の
論
文
の
な
か
で
　
一
　
菩
薩
の
四
種
荘
厳
、
二
　
菩
薩
の
八
種
の
光
明
、
三
　
菩
薩

の

十
六
種
の

大
悲
、
四
　
菩
薩
の
三
十
二
種
の
不
共
業
　
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
に
豊
富
な

資
料
を
提
供
す
る
。
中
村
博
士
は
宝
性
論
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
提
示
し
、

そ
れ
に
対
す
る
和
訳
を
示
し
、
さ
ら
に
大
正
蔵
経
の
な
か
か
ら
晋
訳
と
涼
訳
を
列
挙
す
る
。

し
か
も
そ
の
上
に
、
中
村
博
士
は
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
を
も
試
み
て
い
る
ー
、
中
村
博
士
の
「
如

来
蔵
思
想

と
法
華
経
の
交
渉
」
は
、
宝
性
論
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
わ
れ
わ
れ

に

提
供
す
る
。

W

四

八

　
第
二
篇
　
法
華
経
文
化
と
そ
の
背
景
　
に
は
、
山
口
恵
照
博
士
の
「
法
華
経
と
外
教
の

問
題
」
、
北
條
賢
三
氏
の
「
法
華
経
に
現
わ
れ
る
権
化
思
想
と
そ
の
背
景
」
、
久
留
宮
圓
秀

氏

の

「
梵
文
法

華
経
写
本
拾
遺
」
の
三
つ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
久
留
宮

氏
の
「
梵
文
法
華
経
写
本
拾
遺
」
は
山
口
論
文
、
お
よ
び
北
條
論
文
と
は
性
格
を
異
に
す

る
。
久
留
宮
氏
は
、
こ
こ
で
法
華
経
写
本
に
関
し
て
堅
実
な
基
礎
研
究
を
し
て
い
る
。
法

華
経
写
本

の

転
写

は
、
法
華
経
研
究
に
と
っ
て
基
礎
的
な
作
業
で
あ
る
。
久
留
宮
氏
は
、

こ
こ
で
労
多
く
し
て
酬
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。
氏
の
並
々
な
ら

ぬ

努
力
と
力
量
を
、
わ
た
く
し
は
高
く
評
価
し
た
い
。
久
留
宮
氏
は
、
自
己
の
仕
事
に
関

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
　
　
［
，
写
本
を
と
り
ま
く
、
歴
史
的
社
会
的
状
態
を
調
査

す
る
こ
と
も
勿
論
、
学
術
的
に
重
要
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
写
本
の
研
究
は
、
現
状
に
お

い

て
は
、
ま
ず
現
存
写
本
の
整
理
と
批
判
が
最
優
先
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
」
（
二
五
八
べ
ー
ジ
）
。
確
か
に
、
現
存
写
本
の
整
理
と
批
判
は
、
極
め
て
重
要
な
基
礎
作

業

で

あ
る
。
久
留
宮
氏
に
よ
る
断
簡
ω
ω
O
O
の
ロ
ー
マ
字
転
写
は
、
『
法
華
経
の
文
化
と
基

盤
』
　
法
華
経
研
究
K
の
二
五
九
ー
二
六
四
へ
ー
ジ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
山
口
恵
照
博
士
の
論
文
「
法
華
経
と
外
教
の
問
題
」
は
、
一
　
序
に
代
え
て
、
二
　
方

便

品
を
手
が
か
り
と
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
三
　
声
聞
・
菩
薩
を
手
が
か
り
と
す
る
問
題

に

つ

い

て
、
お
よ
び
　
四
　
仏
教
興
起
の
思
想
的
背
景
の
問
題
に
つ
い
て
、
と
い
う
四
つ

の

部
分
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
山
口
論
文
は
大
胆
で
あ
り
、
し
か
も
斬
新
で
あ
る
。
山

口
博
士
の
視
野
は
広
く
、
博
士
の
論
文
は
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
若

干
の

点
に

つ

い

て
、
わ
た
く
し
は
博
士
と
見
解
を
異
に
す
る
。
こ
の
機
会
に
、
非
礼
を
顧

み
ず
、

山
口
論
文
に
対
し
て
少
し
ば
か
＝
自
己
の
考
え
を
述
べ
た
い
。
一
　
序
に
代
え
て

に

お

い

て
山
口
博
士
二
法
華
経
を
、
ウ
パ
I
I
シ
山
、
ッ
ド
と
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
と

比
較

し
て
い
る
。
そ
し
て
博
士
は
こ
こ
で
も
ま
た
パ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
に
関
し
て
、

そ
れ
が
「
す
べ
て
の
人
間
を
カ
ー
ス
ト
（
c
．
l
s
t
e
）
の
桂
桔
か
ら
解
放
す
る
と
い
う
、
超
力



ー
ス
ト
の
平
等
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
」
（
一
九
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
考
え
を
再
確
認
し
た
。

fll

Lh
士
に

よ
れ
ば
、
ク
リ
シ
ナ
は
「
種
々
な
『
随
宜
所
説
』
を
も
っ
て
遂
に
ア
ル
ジ
ュ
ナ
を

帰
依
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
」
　
（
1
七
九
ヘ
－
ジ
）
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
　
序

に

代
え
て
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
論
旨
は
、
中
村
瑞
隆
編
著
『
法
華
経
の
思
想
と
基
盤
二

（
昭
和

五
十
五

年
）
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
博
士
の
r
法
華
経
と
イ
ソ
ド
哲
学
」
に
接
続

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
　
序
に
代
え
て
　
に
は
新
し
い
視
点
は
見
い
だ
さ
れ
な

い
。
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
お
よ
び
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
の
関
係
に
関
す
る
博
士
の
所

論
に

対
し
て
、
わ
た
く
し
は
『
法
華
文
化
研
究
』
第
七
号
（
昭
和
五
十
六
年
一
．
一
月
。
一
八
一
1

二
ペ

ー
ジ
）
に
お
い
て
詳
し
く
批
判
し
た
。
こ
こ
で
は
、
特
に
言
う
こ
と
は
な
い
。

　

［
法
華
経

と
外
教
の
問
題
」
に
お
い
て
、
山
口
博
士
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
法
華
経
な

い

し
仏
教
と
結
び
つ
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
山
口
博
士
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
い
わ

　
　
　
ヘ
　
　
ソ
　
　
ひ

ば

仏
教
化

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
三
　
声
聞
・
独
覚
・
菩
薩
を
手
が
か
り
と
す
る
問
題
に

つ

い

て
、
と
い
う
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
博
士
は
ウ
バ
ニ
シ
ャ
ヅ
ド
の
な
か
に
声
聞
的
学
習
、

お
よ
び
独
覚
的
な
生
き
方
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
。
博
士
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

　
…
…
当
時
、
バ
ラ
モ
ソ
の
学
園
に
お
い
て
、
師
弟
相
対
侍
し
、
ブ
ラ
フ
↓
、
ソ
の
論
究

を
行
な
っ
て
い
て
、
す
で
に
声
聞
的
学
習
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
し
か
し
、
単
に
ブ
ラ
フ
マ
ン
・
ア
ー
ト
マ
ソ
の
論
議
に
終
始
す
る
の
で

は

な
く
て
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
・
ア
ー
ト
マ
ン
の
認
識
が
解
脱
へ
の
道
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
、
学
究
の
立
場
を
超
え
て
離
欲
の
托
鉢
行
に
お
い
て
証
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と

い

う
意
味
に
お
い
て
、
い
わ
ば
、
学
究
者
の
日
々
の
生
活
が
主
体
的
に
離
欲
を
果
た
さ

し
め
る
ご
と
き
実
践
的
認
識
を
勧
め
て
い
る
点
で
、
独
覚
の
行
き
方
を
想
わ
し
め
る
で

ヂ
め
ろ
・
り
（
二
一
一
ー
二
ペ
ー
ジ
）
。

し
か
も
山
口
博
士
は
、

　
　
　
　
書
　
　
　
評

ウ
ハ
ニ
シ
’
；
－
ヅ
ド
の
な
か
に
菩
薩
の
イ
メ
－
ジ
さ
え
認
め
よ
う

と
す
る
。
そ
し
て
博
士
は
、
引
き
続
き
次
の
よ
う
に
言
う

　
そ
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
学
究
位
・
嬰
童
位
・
牟
尼
位
・
非
牟
尼
位
を
乗
り
超

え
て
古
バ
の
バ
ラ
モ
ン
位
に
赴
く
こ
と
を
説
い
た
ヤ
ー
ジ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
に
お
い
て
、

独
覚
位
か
ら
さ
ら
に
白
利
利
他
の
「
菩
薩
位
」
が
．
要
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

rO
べ
き
（
＼
あ
↓
つ
・
り
　
（
一
1
1
二
べ
ー
”
）
　
）
”

　

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
な
か
に
声
聞
的
学
習
は
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
C
L
．
あ
る

い

は
、
独
覚
的
な
生
き
方
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
P
　
声
聞
・
独
覚
は
、
大
乗
仏
典

に

お

い
て

は

非
大
乗
仏
教
徒
、
す
な
わ
ち
、
小
乗
仏
教
徒
を
意
味
す
る
。
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
の
哲
人
た
ち
が
小
乗
仏
教
徒
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
は
、
到
底
わ
た
く
し
に
は
思
え

な
い
。
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
最
大
の
哲
人
ヤ
ー
ジ
ニ
a
’
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
が
「
菩
薩
位
」
に
あ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
は
、
わ
た
く
し
に
は
夢
想
だ
に
さ
れ
な
い
。
ヤ
ー
ジ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ

は
二
人
の
妻
を
捨
て
て
漂
然
と
し
て
い
ず
こ
か
へ
消
え
去
っ
て
し
ま
い
、
彼
の
消
息
に
つ

い
て

は

誰

も
知
ら
な
い
．
こ
の
哲
人
が
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
た
め
に
生
き
た
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

証
拠

は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
し

ゼ

　
　
ヘ
　
　
パ

あ
わ
せ
は
、
決
し
て
彼
の
目
的
で
は
な
い
。
彼
は
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
衆
生
を
救
う
た
め

に

自
己
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
ヤ
ー

ジ

ニ

ャ

ヴ

ァ

ル
キ

ヤ

は
大
乗
の
菩
薩
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
類
型
に
属
す
る
。

　
四

　
仏
教
興
起
の
思
想
的
背
景
の
問
題
に
つ
い
て
　
と
い
う
項
目
に
お
い
て
、
山
口
博

士
は

「
法
華
経
の
思
想
の
み
な
ら
ず
、
総
じ
て
大
乗
仏
教
思
想
が
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
思

想
に
ど
の
よ
う
に
連
関
す
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
を
発
し
て
い
る
。
博
士
に
よ
れ
ば
、

法

華
経
は
総
じ
て
方
便
思
想
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
方
便
円
教
で
あ
る
。
善
巧
方
便

（δ
叉
玲
言
S
ミ
さ
）
の
起
源
を
、
山
口
博
士
は
ヤ
ー
ジ
ニ
ャ
ヴ
t
ノ
キ
ヤ
の
な
か
に
見
い

だ

す
。
も
し
も
こ
の
よ
う
な
考
え
を
認
め
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
が
宗
教

的

な
宣
教
の
n
的
の
た
め
に
書
か
れ
た
こ
と
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
山
口
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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て
　
へ

　

…
…
歴
史
的
人
格
で
ち
．
る
教
主
釈
尊
の
善
巧
方
便
を
核
と
み
な
す
と
き
、
ウ
パ
ニ
シ

　
　

　
　
　
　
　
へ
　
て

ヤ

ッ

ド
の
哲
人
を
教
主
と
す
る
教
え
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
鹿
野
苑
に
お
け
る
教
主
釈
尊
の
初
転
法
輪
ぱ
仏
教
サ
ン

ガ

（教
団
）
の
成
立
を
音
〔
味
す
る
事
蹟
で
あ
る
が
、
五
比
丘
と
の
避
返
の
際
に
直
・
ろ
に

成
功
し
た
の
で
は
な
く
て
善
巧
方
便
の
い
ざ
な
い
が
・
実
っ
た
結
果
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
は
仏
伝
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
：
o
”
　
1
方
、
哲
人
ヤ
ー
ジ
ニ
ャ
ヴ
一
，
キ
ヤ
が
ジ
」
，
ナ

カ
王
に
対
し
て
教
え
の
伝
達
に
成
功
し
た
の
は
、
文
献
の
伝
承
に
よ
れ
ば
第
三
同
1
1
の

会
合
に

お

い

て
で
あ
っ
た
。
第
三
回
目
の
会
合
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
ヤ
ー
ジ
ニ
一
、
ヴ

ァ
キ
ヤ
に
ジ
：
1
’
ナ
カ
王
を
し
て
心
か
ら
帰
依
せ
し
め
、
尊
師
に
対
す
る
敬
礼
を
も
っ
て

教
え
を
聞
か
し
め
信
受
さ
せ
て
い
る
。
…
…
ま
た
、
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
夫
人
二
対
す
る
説

教

は
、
永
別
（
準
「
浬
築
」
）
の
機
が
熟
し
た
結
果
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
深
い
思
い

や

り
、
慈
悲
の
方
便
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
深
い
思
い
や
り
と
は
、
こ
の
場
合
、

単
に

夫
妻
の
間
の
思
い
や
り
（
相
思
相
愛
）
で
は
な
く
て
、
す
べ
て
の
衆
生
を
平
等
に

い

つ

く
し
み
恵
む
も
の
、
一
切
茉
生
平
等
愛
と
い
う
べ
き
底
の
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
し

く
慈
悲
で
あ
？
？
．
1
）
い
う
こ
と
で
が
き
る
、
、
慈
悲
の
方
便
が
ま
さ
し
く
到
来
し
て
、
哲
人

教
主
の

教
え
が
夫
人
（
弥
勒
）
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
1
1
i
1
0
－
一
べ
ー
ジ
）
。

ブ

ッ

ダ

は
教
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヤ
ー
ジ
ニ
』
、
ヴ
ァ
キ
ヤ
は
ウ
バ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
教

主
で
は

な
く
、
多
く
の
哲
学
者
の
な
か
の
一
人
に
す
ぎ
な
い
。
ヤ
ー
ジ
一
二
、
ヴ
一
ノ
ル
キ
ヤ

は
ジ
己
，
ナ
カ
王
、
お
よ
び
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
ー
夫
人
な
ど
三
対
話
し
、
他
の
バ
ラ
モ
ン
衆
と

討

論
す
・
る
。
彼
は
ぴ
た
む
き
に
対
話
・
討
論
を
通
じ
て
真
理
を
探
究
し
た
。
し
か
し
、
彼

は

ブ

ッ

ダ

の

よ
う
に
一
つ
の
教
団
を
剖
始
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
も
た
な
か
っ
た
．
。
彼
の

教

え
は
真
理
の
探
究
へ
向
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
決
し
て
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
救
う

た
め
の
善
巧
方
便
で
は
な
い
　
　
わ
た
く
し
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
。
山
口
博
士
に
よ
れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
五
U

ば
、
ヤ
ー
ジ
ニ
畑
、
ヴ
ァ
キ
ヤ
と
そ
の
妻
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
ー
の
対
話
の
底
流
ル
ニ
切
の
衆
生

に

対
す

ろ
平
等
な
愛
で
あ
る
．
、
し
か
し
、
わ
た
く
し
は
こ
の
対
話
の
な
か
に
慈
悲
の
精
神

を
見
い
だ
す
こ
と
☆
出
来
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
対
話
に
お
い
て
話
題
ご
な
っ
て

い
る
の
は
不
死
の
ア
ー
ト
岬
、
ン
、
亘
〔
山
実
の
－
目
已
で
あ
る
。
’
て
こ
に
は
、
　
一
切
血
未
生
に
対
辿
ヲ

る
平
等
な
愛
の
精
神
は
存
在
し
な
い
・
二
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
自
已
に
内
面
的
な
体
験
を

通

じ
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
川
口
博
士
は
こ
の
対
話
に
つ
い

て
、
　
「
す
べ
て
の
衆
生
を
平
等
に
い
つ
く
し
み
恵
む
も
の
、
　
I
切
衆
牛
．
平
等
愛
・
二
い
う
べ

き
底
の
も
の
で
あ
り
、
ま
ぎ
し
く
三
心
悲
で
ち
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ろ
」
と
述
べ
て
い
る
。

ウ
t
t
ハ
ニ
シ
；
’
ッ
ド
に
関
す
る
博
士
と
わ
た
く
し
の
理
解
は
完
全
に
食
い
違
っ
て
い
る
。
こ

の

相
違
は
、
何
に
由
装
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
つ
・
博
士
は
仏
教
の
立
場
か
ら
ウ
．
、
ハ
一
I
シ
4
’

ッ

ド
を
観
察
し
、
両
者
の
目
に
本
買
的
な
類
似
を
認
め
る
。
し
か
る
！
！
わ
た
く
し
は
、
ウ

パ

ニ

シ

a
’
ッ
ド
お
よ
べ
）
仏
敦
を
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
な
性
格
の
も
の
と
み
な
し
、
両
者
の

問

の

相
違
点
を
認
ぷ
す
る
。
博
士
と
わ
た
く
し
の
見
解
の
相
違
は
、
並
［
遍
的
な
立
場
に
立

脚
す
る
か
、
あ
る
い
に
思
想
の
ニ
ニ
ー
ク
さ
を
尊
重
す
る
か
と
い
う
、
祝
点
の
相
違
の
な

か

に

求
め

ら
れ
る
と
言
っ
て
も
・
．
念
い
。

北

條
賢
三
氏
は
「
法
華
経
に
現
わ
れ
る
権
化
思
想
と
そ
の
背
景
」
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ

る
「
権
化
一
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
て
い
る
。
北
條
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
権
化
の
思
想
は
、
法

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

ヘ

　
へ

華
経
に

お

い

て
ば
仏
身
泓
と
し
て
展
目
さ
れ
ろ
、
も
ち
ろ
ん
、
仏
身
観
の
哩
論
的
基
礎
を

な
す
も
の
ば
三
身
．
痂
で
め
る
。
三
・
身
パ
．
‥
応
・
身
、
報
身
、
お
よ
び
法
身
を
指
す
。
北
條
氏
は
、

法
山
汚
そ
に
お
け
O
仏
才
二
つ
い
て
次
の
・
二
う
に
述
べ
て
い
る

　

と
こ
ろ
で
、
　
「
．
法
握
経
＝
t
1
お
い
て
仏
身
鰻
二
口
す
る
所
説
は
、
明
確
に
体
系
化
さ

れ

て
叙
述
こ
れ
て
い
○
の
で
・
5
な
く
、
法
身
・
報
身
・
応
身
な
ど
の
韮
甲
も
、
一
て
れ
に
類

す
る
術
三
品
も
一
示
さ
れ
て
い
る
わ
‥
ご
で
は
な
い
e
た
だ
内
容
的
に
諸
処
に
散
見
．
し
う
る
に

す
ジ
、
」
・
な
f
．
O
　
i
・
て
の
所
．
訪
を
統
・
庁
し
て
・
も
そ
れ
ら
に
明
ら
か
に
三
．
身
説
に
†
管
’
“
　
v
　
．
v
　
：
1
　
f
主

張

し
え
な
い
が
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
か
の
如
き
内
容
を
展
開
し
て
い
る
．
、
つ
ま
゜
リ
、



「
法
身
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
浄
土
に
お
け
る
「
報
身
」
に
つ
い
て
も
諸
如
来
の
出

現

と
し
て
叙
述
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
稼
土
に
成
仏
し
あ
る
い
は
示
現
し
、
衆
生
の
機

根
・
現
身
に
応
じ
て
自
ら
を
変
化
さ
せ
て
等
質
等
位
に
身
を
置
き
、
そ
の
上
で
化
導
し

て
ゆ
く
「
1
6
身
」
の
立
場
を
承
誌
し
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
イ

ン

ド
に
9
1
わ
れ
た
現
身
の
釈
尊
を
、
真
実
に
に
久
迫
常
住
の
法
身
，
か
而
迩
し
化
現
し
た

も
の
と
考
え
る
態
度
で
、
　
「
法
華
経
」
全
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
一
仏
乗
し
」
い
う
基
本

的
意
識
か
ら
も
知
ら
れ
る
（
二
二
八
ぺ
ー
シ
」
。

　
北
條
氏

は
、
二
　
『
法
華
経
』
に
現
わ
れ
る
応
化
の
型
と
い
う
項
目
に
お
い
て
、
法
身

の

顕
現
す
る
形
態
に
四
つ
の
型
を
認
め
る
。
d
i
！
！
　
・
’
　
r
，
れ
は
、
第
一
の
型
は
「
久
遠
常
住
の

法
身
仏
が
如
来

と
し
て
展
現
し
、
如
来
の
姿
で
方
便
力
を
駆
使
す
る
型
を
示
し
て
い
る
」

（
二
三
ニ
ー
三
べ
ー
ジ
）
。
氏
に
よ
れ
ば
、
第
二
の
型
と
し
て
「
方
便
に
よ
っ
て
身
を
変
え
て

声
聞
・
縁
覚
の
身
を
現
じ
て
衆
生
の
教
化
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
が
主
と
し
て
説
か
れ

る
」
（
二
三
三
べ
ー
ジ
）
。
こ
の
型
に
つ
い
て
、
氏
は
「
本
来
菩
薩
行
を
営
む
菩
薩
で
あ
り
な

が

ら
外
面
的
に
は
声
聞
・
縁
覚
と
し
て
身
を
現
じ
て
衆
生
の
側
に
立
ち
、
三
乗
を
＝
乗
に

導
く
た
め
の
方
便
を
行
ず
る
」
（
同
上
）
、
と
述
べ
て
い
る
。
第
三
の
型
に
つ
い
て
，
北
條

氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
ー
「
第
三
の
型
と
し
て
、
分
身
説
が
抽
出
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
　
『
爾
時
釈
迦
牟
尼
分
身
諸
仏
、
従
無
量
千
万
億
他
方
国
土
来
者
』
云
々
と
い
い
、

あ
る
い
は
、
　
『
爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
、
令
十
方
来
諸
分
身
仏
各
還
本
土
、
而
作
是
言
』
云
々

と
述
べ
る
よ
う
に
、
応
化
の
身
と
い
う
概
念
に
こ
れ
を
加
え
て
も
妥
当
な
分
身
説
が
、
こ

こ
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
化
他
の
た
め
変
化
の
あ
ら
1
9
る
可
能
性
を
追
求
す
る
上
で
、

当
然
出
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
」
（
二
．
二
四
ペ
ー
ジ
）
。
仏
教
の
教
え
を
広
め
る
た
め

に

法
身
が
報
身

を
諸
国
に
送
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
北
條
氏
は
説
い
て
い
る
。
第
四
の
型
に

関
し
て
、
氏
己
次
の
よ
う
に
言
う
　
　
「
そ
れ
は
『
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
』
及
べ
）
＝
一
観

世
音
菩
薩
普
門
品

第
二
十
五
二
に
お
け
る
、
菩
薩
か
衆
生
を
教
化
・
加
護
す
る
た
め
対
応

す
る
者
の
求
め
に
応
じ
て
種
々
に
変
化
し
た
身
を
現
わ
し
、
応
身
で
あ
る
身
が
更
に
応
身

　
　
　
　
　
書
　
　
　
評

を
現
出
す
る
と
い
う
二
重
の
構
造
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
」
（
二
＝
．
五
べ
ー
ジ
）
。
さ
ら
に
氏
は

次
の
よ
う
に
言
う
　
　
［
、
例
え
は
、
居
士
に
対
し
て
ぱ
自
ら
も
居
士
に
変
幻
し
、
地
獄
・

爪

鬼
・
畜
生
に
対
し
て
も
、
そ
れ
相
応
の
身
を
現
じ
て
技
苦
・
り
楽
に
よ
っ
て
救
済
す
る
」

（同
上
）
、
と
’

　

さ
て
、
北
條
氏
は
桔
化
の
四
つ
の
型
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し
た
〆
、
氏
に
法
華
経
に
お
け

る
権
化
（
ア
ヴ
一
，
タ
⊥
ワ
）
説
の
原
型
を
求
め
、
権
化
説
発
祥
の
原
因
を
推
測
す
る
。
ま

ず

最
初
に
、
氏
は
法
華
経
に
お
け
る
ア
ヴ
一
ノ
タ
ー
ラ
説
が
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
に

お

け
る
ヴ
ィ
シ
・
［
ヌ
の
権
化
と
し
て
の
ク
リ
シ
ナ
に
山
来
す
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
ク

リ
シ
ナ
の
思
想
が
法
華
経
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
想
像
す
る
こ
と
に
可
能
で
あ
ろ
う
か
？

ク
リ
シ
ナ
に
つ
い
て
、
北
條
氏
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

　

こ
こ
に
些
か
で
あ
っ
て
も
推
察
で
き
る
の
は
、
神
の
寛
恕
の
精
神
や
、
「
ギ
ー
タ
ー
』

全
般
に

亘

る
恩
愛
を
超
越
せ
る
正
義
の
観
念
、
そ
し
て
こ
の
神
に
す
が
ろ
う
と
す
る
大

衆
の
熱
烈
な
一
神
へ
の
信
仰
な
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
神
ヴ
’
シ
ュ
ヌ
が
世
を
救
う
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ワ

幾
度

と
な
く
こ
の
世
に
権
の
姿
を
現
わ
す
の
が
権
化
思
想
で
あ
り
、
　
「
ギ
ー
タ
ー
』
で

は
ク
リ
シ
ュ
ナ
が
主
と
さ
れ
て
い
る
（
二
四
七
べ
ー
ジ
）
。

　
北
條
氏
は
、
神
の
寛
恕
の
精
神
に
言
及
す
る
．
、
し
か
し
ギ
ー
タ
ー
の
ク
リ
シ
ナ
は
、
ア

ル

ジ
ュ
ナ
王
子
に
対
し
て
、
白
己
の
骨
肉
と
戦
い
、
彼
ら
を
殺
害
す
る
よ
う
に
迫
る
神
で

あ
る
。
敵
を
殺
害
す
る
の
が
ク
シ
声
、
ト
リ
ヤ
の
義
務
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
ギ
ー
タ
ー
の

階
級
論
理
の
骨
組
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
ク
リ
シ
ナ
に
地
獄
に
つ
い
て
語
り
、
人
々
が

呪
わ

れ
て

地
獄
に

落
ち
る
の
を
当
然
の
こ
と
と
み
な
す
の
で
あ
る
（
ギ
ー
タ
ー
、
1
6
．
1
6
以

下
参
照
）
。

　
北
條

氏
に
よ
れ
ば
、
ギ
ー
タ
ー
全
般
に
わ
た
っ
て
「
恩
愛
を
超
越
し
た
正
義
の
観
念
」

存
が
在
在
す

る
。
し
か
し
、
こ
の
正
義
の
観
念
二
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
P
　
ク
リ
シ

ナ

に
、
な
ぜ
、
人
間
の
形
を
帯
び
て
こ
の
地
上
に
降
下
し
二
の
で
あ
ろ
う
か
C
L
．
善
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
s
c
K
　
I
　
O
号
）

保

護
し
、
悪
人
を
破
滅
さ
せ
る
た
め
、
正
義
を
確
立
す
る
た
め
に
、
ク
リ
シ
ナ
は
繰
り
返

し
繰
り
返
し
こ
の
世
に
現
わ
れ
る
（
ギ
ー
タ
ー
、
4
・
8
）
。
つ
ま
り
、
ク
リ
シ
ナ
は
悪
人
を

破
滅
さ
せ
る
た
め
に
彼
ら
を
罰
す
る
こ
と
も
い
と
わ
な
い
。
そ
し
て
、
カ
ル
マ
・
ヨ
ー
ガ

の

理
論

は
、
イ
ン
ド
的
な
意
味
で
の
階
級
を
正
当
化
す
る
。
ク
リ
シ
ナ
は
階
級
（
ー
ヴ
ァ

ル

ナ
）
の
創
始
者
で
あ
る
（
ギ
ー
タ
ー
、
4
・
1
3
）
。
人
は
ど
れ
ほ
ど
み
じ
め
な
社
会
的
地
位

に

い

よ
う
と
、
彼
は
与
え
ら
れ
た
地
位
に
満
足
す
べ
き
で
あ
る
！
　
こ
の
よ
う
な
社
会
思

想

が
、
　
r
恩
愛
を
超
越
し
た
正
義
の
観
念
」
の
根
底
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う

か

P
　
ギ
ー
タ
ー
に
は
、
正
義
は
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
そ
し
て
北
條
氏
は
、
　
「
こ
の
神
に
す
が
ろ
う
と
す
る
大
衆
の
熱
烈
な
一
神
へ
の
信
仰
」

に
つ
い
て
語
る
。
そ
し
て
、
そ
の
神
ヴ
ィ
シ
r
f
ヌ
が
こ
の
世
を
救
う
た
め
幾
度
と
な
く
こ

の

世
に

仮
の

姿
を
取
っ
て
現
わ
れ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
北
條
氏
は
言
う
。
こ
こ
で
氏
が
言

お

う
と
し
て
い
る
の
は
、
神
へ
の
愛
（
1
ー
バ
ク
テ
ィ
）
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
確
か
に
「
神

の

恩

寵
」
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ク
リ
シ
ナ
は
選
ば
れ
た
僅
か
の
人
々
に
自
己
の
真

の
姿
、
す
な
わ
ち
、
ヴ
ィ
シ
r
l
ヌ
自
身
を
あ
ら
わ
に
す
る
（
ギ
ー
タ
ー
、
1
1
・
8
以
下
）
。
し

か

し
、
こ
れ
は
神
の
選
ん
だ
エ
リ
ー
ト
に
示
さ
れ
る
恩
寵
の
行
為
で
あ
る
。

V

　
第
三
篇
　
法
華
経
文
化
形
成
の
歴
史
的
基
盤
　
に
は
、
塚
本
啓
祥
博
士
の
「
西
北
イ
ン

ド
の
歴
史
と
仏
教
」
、
金
倉
圓
照
博
士
の
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
外
教
と
仏
教
の
交
渉
」
、
松

長
有
慶
博
士
の
「
西
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
密
教
と
法
華
経
の
交
渉
」
、
石
上
善
慮
氏
の
「
浄

土
思
想

と
法
華
経
の
交
渉
」
、
お
よ
び
河
村
孝
照
博
士
の
r
西
北
イ
ン
ド
の
有
部
と
法
華

経
の
関

係
」
が
含
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
篇
　
法
華
経
伝
播
の
背
景
と
歴
史
的
基

盤

の

な
か
に
は
、
坂
輪
立
敬
氏
の
「
敦
煙
購
画
に
み
る
法
華
経
信
仰
の
仏
具
」
、
桜
井
秀

雄

博
士
の
「
中
国
に
お
け
る
禅
と
法
華
経
の
交
渉
」
、
佐
々
木
孝
憲
氏
の
「
経
録
に
お
け

る
法
華
経
」
、
丸
山
孝
雄
氏
の
「
中
国
に
お
け
る
法
華
経
『
三
草
二
本
』
の
受
容
と
変
容
」
、

三
友
健
容
氏
の
「
天
台
教
学
に
お
け
る
三
惑
論
形
成
の
一
考
察
」
、
高
木
豊
氏
の
「
〈
願
文
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

研
究
序
説
L
、
お
よ
び
浅
井
円
道
氏
の
「
日
本
に
お
け
る
法
華
経
の
受
容
と
展
開
」
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
論
考
の
な
か
で
歴
史
的
に
考
察
し
て
い
る
の
は
塚
本
博
士
の
「
西
北
イ
ン
ド

の

歴
史

と
仏
教
」
、
お
よ
び
浅
井
円
道
氏
の
「
日
本
に
お
け
る
法
華
経
の
受
容
と
展
開
」

の

二
つ
で

あ
ろ
う
。
金
倉
博
士
と
共
同
で
『
古
代
イ
ン
ド
と
ギ
リ
シ
ァ
文
化
』
を
英
語
か

ら
翻
訳
し
た
塚
本
啓
祥
博
士
は
、
問
題
の
所
在
に
つ
い
て
論
じ
て
か
ら
、
西
北
イ
ソ
ド
の

歴
史
、
西
北
イ
ン
ド
の
仏
教
、
西
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
展
開
の
拠
点
に
関
し
て
、
実

に
一
0
1
べ
ー
ジ
に
及
ぶ
長
い
論
文
を
書
い
た
。
　
「
西
北
イ
ン
ド
の
歴
史
と
仏
教
」
は
、

博
士
の

力
作
で
あ
る
。
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
を
著
わ
し
た
浅
井
円
道
氏
の
「
日

本
に

お

け
る
法
華
経
の
受
容
と
展
開
」
は
、
簡
明
な
日
蓮
宗
史
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
お

い

て
、
浅
井
氏
は
法
華
経
の
伝
来
と
定
着
、
最
澄
の
天
台
の
法
華
宗
開
創
、
日
本
天
台
の

密
教
化

と
法
華
思
想
、
日
蓮
の
末
法
相
応
の
法
華
信
仰
に
つ
い
て
、
第
一
次
資
料
に
基
づ

い

て
簡
明
に
論
述
し
て
い
る
。

　
河

村
、
坂
輪
、
桜
井
、
佐
々
木
、
丸
山
の
諸
氏
の
論
考
は
、
貴
重
な
資
料
集
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
仏
教
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
役
立
つ
に
違
い
な
い
。

　
松
長
論
文
は
、
わ
た
く
し
の
限
か
ら
見
て
、
　
「
法
華
経
の
文
化
と
某
盤
』
の
な
か
で
も

っ

と
も
興
味
深
く
、
し
か
も
読
み
や
す
い
論
文
の
一
つ
で
あ
る
。
石
上
善
懸
氏
の
「
浄
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

思
想

と
法
華
経
の
交
渉
」
は
、
念
の
原
語
に
つ
い
て
語
源
的
な
考
察
を
め
ぐ
ら
し
た
論
文

で

あ
る
。
本
論
文
は
、
念
の
変
遷
、
普
門
品
に
お
け
る
念
と
称
、
法
華
経
と
阿
弥
陀
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

仰
を
扱
っ
て
い
る
。
念
の
変
遷
に
お
い
て
、
石
上
氏
は
念
仏
の
念
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

s
a
｝
n
－
a
n
u
－
　
V
’
s
7
・
n
r
，
あ
る
い
は
単
に
ぺ
g
m
／
r
，
あ
る
い
は
さ
§
C
㊦
ぺ
対
か
ら
派
生
し
た

と
い
う
、
浄
土
宗
の
考
え
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
語
源
に
関
す
る
限
り
、

口
称
の
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
い
へ
行
上
論
文
、
四
κ
七
ペ
－
ジ
）
。
石
上
氏
は
浄

土
宗

と
類
似
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
バ
ガ
ヴ
t
，
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
－
の
文
句
を
幾
つ
か
列

挙

し
て
、
ギ
ー
タ
ー
と
浄
土
宗
を
比
較
し
（
四
九
五
ベ
ー
ジ
）
、
さ
ら
に
法
華
経
方
便
品
の
な

4
“
　
Q
　
s
a
m
－
a
n
u
－
　
V
s
m
r
，
安
楽
行
品
の
な
か
の
§
ミ
鶏
ミ
ぱ
な
ど
の
言
語
形
態
に
注
意
を



払
っ
て
い
る
。

　
石
上
氏
は

法
華
経
の
普
門
品
に
お
け
る
念
と
称
に
つ
い
て
論
述
す
る
（
四
－
（
1
1
－
四
六
六

o
〈
　
．
＿
ジ
）
。
氏
こ
よ
れ
ば
、
大
声
で
呼
ぶ
（
≧
（
「
三
三
門
二
つ
ご
二
▽
已
ε
こ
と
が
、
観
自
在
を
念

ず
る
（
E
　
n
l
　
，
l
　
r
a
　
t
o
）
行
為
に
対
応
す
る
（
四
六
五
ヘ
－
ジ
）
。
そ
し
て
、
名
を
唱
え
る
こ
と
は
、

氏
に
ょ
れ
ば
1
’
称
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
四
六
六
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
氏

は

普
門
品
に
お
け
る
「
念
」
と
「
称
」
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
か
ら
、
法
華
経
と
阿
弥

陀
信
仰
に
つ
い
て
論
じ
る
。
氏
は
普
門
品
に
現
わ
れ
る
阿
弥
陀
信
仰
に
注
目
し
、
普
門
品

に

お
い
て
は
阿
弥
陀
に
対
す
る
信
仰
、
す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
信
仰
が
強
調
さ
れ
る
と
言
う

（
四
六
九
ー
四
七
一
ペ
ー
ジ
）
。
法
華
経
も
、
浄
土
宗
も
西
北
イ
ン
ド
で
成
立
し
た
と
言
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
石
上
氏
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
普
門
品
に
お
け
る
阿
弥
陀
信
仰
に
よ
っ
て
例

証

さ
れ
る
よ
う
に
、
法
華
経
は
阿
弥
陀
教
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、

法
華
・
経
と
阿
弥
陀
教
の
関
係
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
　
「
浄
土
思
想
と
法
華
経
の
交
渉
」
を
、

石
上
氏
は

次
の
よ
う
に
し
め
V
く
っ
て
い
る
ー

　
最
初
に

述
べ
た
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
行
為
が
、
わ
が
国
で
は
「
念
仏
」
の

代
表
と
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
念
の
原
語
も
一
定
し
て
い
な
い
も
の
の
、
本
来
、

原
語
に
口
称
の
意
味
の
な
い
も
の
が
、
法
華
経
の
解
読
に
よ
っ
て
、
口
称
の
意
味
を
も

つ

よ
う
に
な
り
、
そ
の
内
容
を
漢
訳
者
が
充
分
に
汲
み
と
っ
て
翻
訳
し
、
中
国
で
は
ご

く
普
通
に
受
容
さ
れ
る
と
い
う
経
過
を
知
る
こ
と
に
も
な
っ
た
と
い
う
点
、
重
視
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
経
過
の
も
と
に
、
法
華
経
で
は
多
様
な
意
味
を
も
っ

た
思
想
内
容
も
、
や
が
て
浄
土
教
の
発
達
と
と
も
に
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
知
る
の

で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
も
法
華
経
の
も
つ
意
義
は
多
大
で
あ
る
（
g
e
七
O
－
　
1
ペ

ー
ジ
）
。

　
浄
土
宗
と
ギ
ー
タ
ー
の
比
較
は
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
興
味
を
そ
そ
る
テ
ー
マ
の
一
つ

で

あ
る
。
石
上
氏
は
ギ
ー
タ
ー
の
文
句
を
幾
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
わ
た
く

　
　
　
　
書
　
　
　
評

し
は
氏
の
「
臨
終
時
に
神
の
み
を
憶
念
し
」
（
s
m
a
r
a
n
）
と
い
う
箇
所
に
注
目
し
た
い
。

氏
は

こ
こ
で
ギ
ー
タ
－
、
8
・
5
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
は
こ
こ
で
は
ギ

ー
タ
ー
、
　
o
O
・
6
．
v
〈
：
わ
せ
て
考
宏
不
し
た
い
．
、
思
想
史
的
に
は
浄
土
宗
の
「
念
」
の
源
流

は
、
ギ
ー
タ
ー
の
な
か
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
二
な
く
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
な
か
に
求

め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
臨
終
時
の
思
い
が
死
後
の
状
態
を
決
定
す
る
と
い
う
思
想
は
、

チ
ャ

ー
ン
ド
ー
ギ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
3
・
1
4
・
1
、
お
よ
び
ブ
ラ
シ
r
l
ナ
．
ウ
パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド
、
3
・
1
0
の
な
か
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
チ
ャ
ー
ソ
ド
ー
ギ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ

ッ

ド
、
3
・
1
4
・
1
に
お
い
て
、
ウ
パ
ニ
シ
↑
、
ッ
ド
の
哲
人
シ
ャ
ー
ン
デ
ィ
リ
ヤ
は
、
次

の

よ
う
に
宣
言
す
る
ー
「
ま
こ
と
に
、
人
間
は
意
図
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
の
世
で
彼

の
意

図
が
あ
る
よ
う
に
、
人
間
は
こ
の
世
を
去
っ
た
後
に
は
そ
の
意
図
に
応
じ
た
も
の
に

な
る
。
そ
の
よ
う
に
彼
は
意
図
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
」
、
と
。
臨
終
の
際
の
人
間
の
心

の

持
ち
方
が
死
後
の
状
態
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
の
シ
ャ
ー
ン
デ
ィ
リ
ヤ
の
思
想
は
、
ギ

ー
タ
ー
の
な
か
で
さ
ら
に
一
層
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ギ
ー
タ
ー
、
8
．
6
）
。

　
三
友
健
容
氏
の
「
天
台
教
学
に
お
け
る
三
惑
論
形
成
の
一
考
察
」
は
、
一
　
問
題
の
所

在
、
二
　
智
顕
時
代
の
中
国
註
釈
家
の
説
、
三
　
『
勝
髪
経
』
等
の
煩
悩
論
、
四
　
結
論

か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
三
友
氏
が
こ
の
論
文
を
執
筆
し
た
の
は
、
コ
ニ
惑
」
（
1
1
三
つ
の

ク
レ
ー
シ
ャ
）
に
関
す
る
学
説
が
天
台
大
師
智
顎
（
西
歴
紀
元
五
三
八
－
五
九
七
）
に
よ
っ
て

発
展
さ
せ
ら
れ
た
天
台
の
教
説
、
お
よ
び
実
践
に
と
っ
て
も
っ
と
も
顕
著
な
特
徴
の
一
つ

で

あ
る
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
論
究
し
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
三
友
氏
に
よ
れ
ば
、

智
顎
の

「
惑
」
は
プ
ラ
ジ
d
ナ
ー
（
慧
）
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
ブ
ラ
ジ
ュ
ナ
ー
に
よ
っ

て
「
惑
」
は
根
絶
さ
れ
る
ゆ
え
、
プ
ラ
ジ
ュ
ナ
ー
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

考
え
て
、
三
友
氏
は
智
顕
が
プ
ラ
ン
r
i
ナ
－
の
教
え
に
基
づ
く
著
述
『
三
智
三
観
』
を
書

い

て
か
ら
、
三
つ
の
「
惑
」
に
つ
い
て
の
学
説
を
展
開
し
た
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。

三
友

氏
自
身
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
を
も
っ
て
「
天
台
教
学
に
お
け
る
三
惑
論
形
成
の

一
考

察
」
を
終
え
て
い
る
ー

五
三



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
一
〇
号
）

　
か

v
し
て
、
天
台
教
学
に
お
け
る
塵
沙
惑
は
、
イ
ン
ド
仏
教
古
来
の
考
え
方
で
は
な

く
、
智
顕
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
煩
悩
論
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
台
宗
二
百
題
』

で
は

『
勝
堂
経
』
に
よ
る
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
は
『
大
智

度

論
』
の
三
智
説
に
対
す
る
も
の
と
し
て
「
勝
違
経
』
か
ら
引
用
さ
れ
、
三
智
三
観
説

の

発
達
に
と
も
な
っ
て
断
ぜ
ら
れ
る
べ
き
煩
悩
と
し
て
三
種
類
が
必
要
と
な
り
、
五
住

惑
の
他
に

塵
沙
惑
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
塵
沙
惑
と
い
う
考
え

方
は
、
智
顕
が
最
初
で
は
な
く
、
す
で
に
浄
影
＃
．
心
遠
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
お
り
、
直
接

慧
遠
の

影
響

を
受
け
た
と
に
言
え
な
い
が
、
北
地
系
の
仏
教
学
者
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
六
九
〇
べ
ー
ジ
）
。

　
高
木
豊
氏
の
論
文
「
〈
願
文
V
研
究
序
説
」
は
、
日
本
に
お
け
る
法
華
経
受
容
の
歴
史

的
基
盤

を
考
察
し
た
序
説
で
あ
る
．
高
木
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
法
華
経
受
容
の
歴
史
的

基
盤

を
解
明
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
〈
願
文
〉
を
選
び
、
こ
れ
に
つ
い
て
検

討

す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
し
か
し
、
　
「
願
文
を
そ
の
手
掛
り
に
し
て
い
く
た
め
に

は
、
先
ず
以
て
、
願
文
の
特
質
と
史
料
性
を
問
う
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
七
一
ニ
ペ
ー

ジ
）
、
と
氏
は
言
う
。
　
「
〈
願
文
〉
研
究
序
説
」
に
お
い
て
、
氏
は
願
文
の
特
質
と
そ
の
史

料
性
に

つ

い
て

考
察

し
て
い
る
。
氏
の
次
の
課
題
は
、
法
華
講
会
等
の
願
文
や
法
華
信
仰

を
表
明
す
る
願
文
の
考
察
で
あ
る
。

　
氏
に
よ
れ
ば
、
　
『
国
［
語
学
辞
s
t
’
［
］
　
（
1
九
八
〇
年
、
東
京
堂
出
版
）
に
お
け
る
山
岸
徳
平
・

筑
島
裕
両
氏
に
よ
る
願
文
の
解
説
が
、
現
在
に
お
け
る
、
も
っ
と
も
典
型
的
な
も
の
（
六

九
七
－
八
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
願
文
に
関
す
る
古
同
木
氏
自
身
の
定
義
は
、
　
「
願
文
と
は
、
神

仏
に

対

す
る
祈
願
を
叙
べ
た
文
章
で
あ
る
」
（
七
i
o
へ
H
ジ
）
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

こ
れ
が
、
高
木
流
の
一
、
願
文
の
特
買
」
で
あ
る
．
、
そ
し
て
、
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
願
文
は

法
華
経
の
歴
史
的
な
背
景
に
お
け
る
不
明
瞭
な
点
の
幾
つ
か
’
三
解
明
す
る
の
を
助
け
る
手

掛

り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
u
し
か
し
、
願
文
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
に
願

文
の

な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
資
料
の
特
質
、
お
よ
び
価
値
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

の

よ
う
に
考
え
て
、
氏
は
多
数
の
願
文
を
「
分
析
」
し
た
（
七
∩
O
l
九
ベ
ー
ジ
）
。
し
か
し
、

氏
は
そ
の
研
究
序
説
に
お
い
て
真
の
意
味
で
願
文
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
資
料
の
特
質
、

お

よ
び
価
値
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

W

　

『
法
華
経
の
文
化
と
基
盤
」
法
華
経
研
究
E
に
、
本
文
だ
け
で
も
七
四
〇
べ
ー
ジ
に
及

　
　
　
も
　
　
ゐ

ぶ
ぼ

う
大
な
一
大
論
集
で
あ
る
。
本
書
を
一
読
す
ろ
だ
け
て
も
、
多
大
の
労
苦
と
長
い
時

間
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
『
法
華
経
L
は
、
大
乗
仏
教
経
典
の
な
か
で
も
特
に
電
要
で

あ
り
、
こ
れ
を
綜
合
的
に
研
究
す
る
た
め
に
は
多
く
の
学
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
書

を
編
集
し
た
塚
本
啓
祥
博
士
に
、
序
の
な
か
で
法
華
経
が
「
他
の
諸
経
典
に
比
し
て
、

多
く
の
文
化
史
的
な
証
跡
を
残
し
て
い
る
」
と
言
い
、
さ
ら
に
「
例
え
ば
、
三
乗
（
菩
薩

乗
・
独
覚
乗
・
声
聞
乗
）
の
統
一
、
仏
塔
信
仰
、
観
音
信
仰
、
陀
羅
尼
呪
、
普
賢
信
仰
、

阿
弥
陀

信
仰
、
提
婆
達
多
の
宗
教
、
ナ
ー
ガ
信
仰
な
ど
、
当
時
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教

・
文
化
と
の
交
渉
と
融
合
の
諸
相
を
反
映
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
法
華
経
の
中
心
思
想
は
、
　
1
乗
思
想
で
あ
る
．
、
法
華
経
を
始
め
と
す
る
一
乗
の
意
味
に

つ

い
て

に
、
平
川
博
士
が
詳
論
し
て
い
る
。
法
華
経
の
方
便
品
に
お
け
る
一
乗
思
想
の
特

色

に

つ

い

て
、
平
川
博
士
は
簡
潔
に
論
じ
て
い
る
（
．
七
－
八
べ
ー
ジ
）
。
十
地
経
、
二
法
華
経

の

類
似

と
相
違
を
比
較
し
、
両
経
に
現
わ
れ
る
一
乗
三
三
乗
の
思
想
を
哲
学
的
な
論
理
の

観
点
か

ら
論
究
し
た
の
が
、
伊
藤
氏
の
「
十
地
思
想
と
法
華
思
想
」
で
あ
る
（
法
華
経
に

お

け

る
一
乗
思
想
三
乗
説
に
つ
い
て
は
、
九
七
ヘ
ー
・
ジ
以
下
参
照
）
。
仏
塔
信
仰
に
つ
い

て
は
、
平
川
博
士
の
叙
述
ご
信
頼
に
値
す
る
。
博
士
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
法
華
経
の
前
半

が
仏
塔
供
養
・
．
）
深
い
関
係
が
あ
る
二
．
二
ぺ
…
ジ
以
下
）
、
、
崇
拝
の
道
と
し
て
の
仏
塔
信
仰
は

特
に
法
華
経
の
方
便
品
に
見
い
だ
ン
、
、
7
1
る
が
、
こ
れ
，
．
∵
て
乗
仏
教
の
救
済
へ
の
道
と
し
て

極
の

て
重
垣
竺
＼
あ
る
。

　
観
音
信

仰
に
つ
い
て
は
、
塚
本
博
士
が
言
及
し
て
い
る
（
二
六
九
べ
：
ジ
）
し
、
陀
羅
尼

呪
に

つ

い
て

は

松
長
博
士
が
詳
論
し
て
い
る
（
四
二
］
ペ
ー
ジ
U
下
）
。
阿
弥
陀
信
仰
に
つ
い



て

は
、
石
上
氏
が
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
論
じ
て
い
る
（
四
六
八
ー
四
七
1
ペ
ー
ジ
）
。
石
上
氏

は
、
法
華
経
の
な
か
の
二
箇
所
に
現
わ
れ
る
阿
弥
陀
に
資
料
を
限
定
し
て
論
じ
て
い
る
。

ブ

ッ

ダ

の

い

と
こ
で
あ
る
提
婆
達
多
に
つ
い
て
は
、
河
村
博
士
が
扱
っ
て
い
る
（
た
一
〇

ペ

ー
ジ
以
下
）
。
塚
本
博
士
が
序
の
な
か
で
言
及
し
た
大
乗
仏
教
の
主
要
問
題
の
大
部
分
は
、

本
書
の
な
か
で
あ
る
い
は
簡
潔
に
、
あ
る
い
は
詳
細
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ

だ

け
で
は
な
い
。
ジ
ャ
ー
タ
カ
を
め
ぐ
る
杉
本
氏
の
菩
薩
観
、
勝
呂
氏
の
唯
識
思
想
の
解

明
な
ど
、
仏
教
の
根
本
問
題
が
本
書
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
長
年
、
唯
識
の
体
系

を
研
究
し
て
い
る
勝
呂
氏
の
論
述
は
、
非
常
に
興
味
深
い
．
氏
は
ヴ
ィ
ジ
ュ
ナ
プ
テ
ィ

（
v
i
j
i
i
a
p
t
i
）
を
「
対
象
化
さ
れ
た
表
象
」
あ
る
い
は
無
造
作
に
「
表
象
」
と
し
て
理
解
し

て

い

る
（
一
六
八
ペ
ー
ジ
）
。
こ
れ
は
1
つ
の
見
識
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
自
身
ぱ
ヴ

ィ
ジ
ュ
ナ
ブ
テ
ィ
を
単
純
に
「
認
識
」
と
解
釈
す
る
。
わ
た
く
し
に
と
っ
て
、
ヴ
ィ
ジ
r
i

ナ
プ

テ

ィ
は
精
神
で
あ
り
、
心
で
あ
り
、
認
識
で
あ
る
。

　
法
華
経
と
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
比
較
し
て
い
る
の
が
山
口
博
士
の
論
文
で
あ
る
。
ヴ
ェ

ー
ダ
と
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
す
な
わ
ち
、
初
期
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
山
口
博
士
は
伝
道
の

宗
教

と
み
な
し
て
い
る
。
宗
教
学
に
お
い
て
は
、
世
界
の
三
大
宗
教
、
す
な
わ
ち
、
キ
リ

ス

ト
教
、
仏
教
、
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
教
が
伝
道
の
宗
教
で
あ
る
の
に
対
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
－

教

と
ユ
ダ
ヤ
教
は
布
教
を
し
な
い
宗
教
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
博
士
は
「
法

華
経

と
外
教
の
問
題
」
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ー
ダ
と
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
関
し
て
独
自
の
解

釈

を
試
み
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
華
経
な
い
し
大
乗
仏
教
と
の
比
較
に
値
す
る
の
は
、

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
よ
り
も
む
し
ろ
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
で
は
な
か
ろ
う
か
？

　
ヒ

ン

ド
ゥ
ー
の
聖
典
の
な
か
で
も
っ
と
も
通
俗
的
で
、
し
か
も
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
、

影
響
力
の
あ
る
の
は
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
－
で
あ
る
。
ギ
ー
タ
ー
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
に
極
め
て
近
い
聖
典
で
あ
る
。
そ
し
て
ギ
ー
タ
ー
は
、
初
期
仏
教
に
対
す
る
応
答
で
あ

っ

た
。
大
乗
仏
教
は
、
ギ
ー
タ
ー
に
よ
っ
v
代
表
さ
れ
る
パ
ク
テ
ィ
（
神
へ
の
愛
）
の
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
て

調
に

対
す
る
1
つ
の
反
作
用
で
あ
る
．
、
大
乗
仏
教
な
い
し
法
華
経
と
ギ
ー
タ
ー
の
関
係
は
、

今
後
、
益
々
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
『
法
華
経
の
文
化
と
基
盤
』
に
お
い

　
　
　
　
　
書
　
　
　
評

て
は
、
何
人
か
の
研
究
者
が
ギ
ー
タ
ー
に
言
及
し
て
い
る
。
山
口
博
士
は
、
　
『
法
華
経
の

思
想

と
基
盤
』
に
発
表
さ
れ
た
ギ
ー
タ
ー
観
を
こ
こ
で
僅
か
に
発
展
さ
せ
て
い
る
（
一
九

七
ベ
ー
ジ
）
。
北
條
氏
ぱ
法
華
経
に
お
け
る
仏
身
観
の
原
型
を
ギ
ー
ク
ー
に
お
け
る
ヴ
ィ
シ

一

一
ス

の

化
身

ク
リ
シ
ナ
に
求
め
、
ク
リ
シ
ナ
に
つ
い
て
詳
論
し
て
い
る
（
二
四
四
ペ
ー
ジ
以

下
）
。
石
上
氏
は
浄
土
宗
の
「
念
」
を
ギ
ー
タ
ー
の
思
想
と
対
比
さ
せ
て
い
る
（
四
五
九
ペ

ー
！
）
　
）
o
こ
れ
ら
の
学
者
た
ち
に
、
い
ず
れ
も
大
乗
仏
教
な
い
し
法
華
経
と
ギ
ー
タ
ー
の

関
係
を
重
視
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

し
か
し
、
本
書
に
お
い
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
に
イ
ン
ド
だ
け
で
に
な
い
o
中
国
、
お
よ

び
日
本
の
仏
教
も
、
そ
の
文
化
史
的
な
関
連
の
下
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
中
国
仏
教
に
関

し
て
に
、
桜
井
秀
雄
博
士
の
一
中
国
に
お
け
る
禅
と
法
華
経
の
交
渉
」
に
示
唆
的
で
あ
る

（五
二
九

ー
五
五
九
ぺ
ー
ジ
）
。
法
華
経
の
完
訳
と
言
わ
れ
る
六
本
の
う
ち
三
本
だ
け
が
現
存

し
、
他
の
三
本
は
失
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
三
本
が
果
し
て
存
在
し
て
い

た
か
ど
う
か
に
疑
わ
し
い
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
、
佐
々
木
氏
は
言
う
（
五
六
一
－
六
四
四

ペ

ー
ジ
）
。
中
国
に
お
け
る
法
華
経
＝
二
草
二
木
」
の
受
容
と
変
容
を
扱
っ
た
の
が
丸
山
氏

の

論
文
で

あ
る
（
六
四
五
1
六
七
三
ヘ
ー
ジ
）
。
三
友
氏
の
「
天
台
教
学
に
お
け
る
三
惑
論
形

成

の

一
考
察
」
は
、
す
で
に
見
た
、
軌
う
に
、
中
国
の
天
台
宗
の
開
祖
智
顕
の
著
述
を
扱
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
仏
教
の
枠
組
に
お
い
て
法
華
経
を
考
察
し
た
の
は
、
高
木
氏
の
「
〈
願
文
〉
研
究

序
説
」
、
　
お
よ
び
浅
井
円
道
氏
の
一
‘
日
本
に
お
け
る
法
華
経
の
受
容
と
展
開
」
で
あ
る
。

浅
井
氏

は
、
　
「
日
蓮
が
当
時
の
既
成
仏
教
の
来
世
的
あ
る
い
は
呪
術
的
な
信
仰
体
質
を
拒

否

し
て
、
法
華
経
精
神
に
基
づ
い
た
宗
教
を
樹
立
す
べ
く
折
伏
伝
導
し
た
為
に
、
生
涯
を

迫
害
多
難
の
中
に
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
一
．
た
こ
と
は
周
知
の
事
で
あ
る
」
（
七
二
ニ
ベ
ー
ジ
）

と
述
べ
て
い
る
．
、
氏
の
こ
の
文
句
は
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
印
象
的
で
あ
る
。
熟
知
さ
れ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
認
識
さ
れ
X
、
い
る
わ
げ
で
は
な
い
－
　
‘
へ
ー
ゲ
ル
は
『
精
神
現
象

学
』
の
序
言
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
言
っ
た
。
わ
た
く
し
は
、
来
世
的

な
信
仰
体
質
、
あ
る
い
に
呪
術
的
な
信
仰
体
質
を
拒
否
す
る
法
垂
経
の
精
神
を
知
り
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
一
〇
号
）

と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
法
華
経
の
精
神
と
は
、
一
体
、
何
で
あ
ろ
う
か
P
　
ま
た
、
法
華

経
の

真
髄
を
含
む
日
蓮
の
著
述
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
何
を
最
初
に
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
C
L
．

　
『
法
華
経
の
文
化
と
基
盤
』
は
、
法
華
経
の
文
化
と
そ
の
歴
史
的
な
背
景
を
扱
っ
た
基

礎
的

な
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
は
単
に
法
華
経
の
研
究
者
に
と
っ
て
だ
け
で
な
v
、

広

く
大
乗
仏
教
に
関
心
を
抱
く
人
々
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
あ
ま
り
に
も
多
忙
な

現
代
に
お
い
て
、
大
乗
教
典
の
白
眉
で
あ
る
『
法
華
経
』
の
世
界
の
な
か
に
暫
く
遊
ぶ
の

も
、
　
一
つ
の
慰
め
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

五
六

（京
都
　
平
楽
寺
書
店
、
1
九
t
〈
1
l
年
　
二
月
　
七
四
八
ペ
ー
ジ
、

二
三
ペ

ー
ジ
、
索
引
、
一
四
ぺ
ー
ジ
　
定
価
、
1
1
t
．
o
o
O
円
）

英
文
レ
ジ
ュ
メ
、


